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「黙示録」の旅路と印象―〈巡礼文明論〉の手帖 ⑸―

「
黙
示
録
」
の
旅
路
と
印
象

―
〈
巡
礼
文
明
論
〉
の
手
帖 

⑸

―

吉
澤
五
郎

【
内
容
】

一　
「
黙
示
録
」
の
謎
と
希
望
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
―
「
オ
リ
エ
ン
ト
」
の
キ
リ
ス
ト
教

二　
「
黙
示
録
美
術
」
の
誕
生
と
変
容
―
「
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
巡
礼
」
と
ロ
マ
ネ
ス
ク
美
術

三　
「
黙
示
録
」
の
幻
想
と
霊
感
―
モ
ア
サ
ッ
ク
の
サ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
聖
堂
（
フ
ラ
ン
ス
）

四　
「
ベ
ア
ト
ゥ
ス
写
本
」
と
終
末
の
ビ
ジ
ョ
ン
―
エ
ル
・
エ
ス
コ
リ
ア
ー
ル
修
道
院
（
ス
ペ
イ
ン
）

五　
「
天
地
創
造
図
」
の
タ
ピ
ス
リ
ー
と
宇
宙
観
―
ヘ
ロ
ー
ナ
大
聖
堂
（
ス
ペ
イ
ン
）

六　

イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
キ
リ
ス
ト
教
会
堂
―
ダ
マ
ス
カ
ス
の
ウ
マ
イ
ヤ
・
モ
ス
ク
（
シ
リ
ア
）
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一　
「
黙
示
録
」
の
謎
と
希
望
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

―
「
オ
リ
エ
ン
ト
」
の
キ
リ
ス
ト
教

　
「
黙
示
録
」
と
は
、
申
す
ま
で
も
な
く
『
新
約
聖
書
』
の
最
後
を
飾
る
「
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
」
の
こ
と
で
あ
る
。
世
に
、
世
界
の

終
末
と
キ
リ
ス
ト
の
再
臨
を
告
げ
る
「
預
言
の
書
」
と
し
て
名
高
い
。
一
先
ず
、
古
代
教
会
の
伝
承
に
照
ら
せ
ば
、
キ
リ
ス
ト
の
使

徒
ヨ
ハ
ネ
が
、
流
刑
先
で
あ
る
エ
ー
ゲ
海
の
小
島
「
パ
ト
モ
ス
島
」
で
見
た
「
天
啓
の
記
録
」（
黙
示
）
と
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、

こ
の
「
黙
示
」（A

pokalypsis
）
と
は
、
本
来
ギ
リ
シ
ア
語
の
「
神
の
奥
義
」
な
い
し
「
真
理
の
啓
示
」
を
意
味
し
て
い
る
。
暗
に
、

「
世
の
終
り
」
と
し
て
、
世
界
と
人
間
の
究
極
的
な
運
命
を
問
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
聖
ヨ
ハ
ネ
が
、
天
上
の
霊
感
を
仰
ぎ
見
る

「
聖
な
る
光
景
」
は
、
す
で
に
ル
ネ
サ
ン
ス
絵
画
史
上
の
メ
ム
リ
ン
グ
（「
パ
ト
モ
ス
島
の
聖
ヨ
ハ
ネ
の
風
景
」）
や
プ
ッ
サ
ン
（「
聖
パ

ト
モ
ス
の
聖
ヨ
ハ
ネ
」）
等
の
名
画
で
知
ら
れ
る
。
い
か
に
も
、
精
神
的
な
高
揚
感
に
と
み
、
か
つ
甘
美
な
る
叙
情
の
調
べ
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
著
書
」
は
、
従
来
の
正
統
的
な
キ
リ
ス
ト
教
と
の
違
和
感
か
ら
「
異
質
の
書
」
と
し
て
の
印
象
も
深
い
。
そ

の
事
情
に
つ
い
て
は
、
本
書
が
告
げ
る
「
終
末
論
的
な
歴
史
観
」
の
特
異
性
も
あ
ろ
う
。
ま
た
「
著
者
」
自
体
に
つ
い
て
も
、
キ
リ

ス
ト
十
二
使
徒
の
若
き
一
人
と
し
て
、
ま
た
自
ら
「
預
言
者
ヨ
ハ
ネ
」
を
名
の
る
も
の
の
、
と
り
わ
け
東
方
教
会
の
疑
義
や
反
証
等

も
加
わ
り
、
古
来
「
神
学
的
な
論
争
」
の
的
と
な
っ
た
。
事
実
、
古
代
教
会
史
に
お
い
て
、
こ
の
黙
示
録
が
晴
れ
て
『
新
約
聖
書
』

（
正
典
文
書
）
の
座
を
し
め
た
の
は
、
遅
れ
て
「
カ
ル
タ
ゴ
公
会
議
」（
北
ア
フ
リ
カ
・
チ
ュ
ニ
ス
、
三
九
七
年
）
の
こ
と
で
あ
つ
た
。

今
日
で
は
、
壮
大
な
る
「
黙
示
録
」
の
研
究
動
向
と
し
て
、
広
く
著
者
の
意
図
を
検
証
す
る
「
伝
承
史
」
や
「
終
末
史
」
の
研
究
も

手
堅
く
進
展
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
現
代
性
を
観
察
す
る
「
時
代
史
」
の
研
究
と
し
て
、
本
書
が
秘
め
る
終
末
的
歴
史
観
の
普
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遍
的
な
意
味
と
価
値
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
と
く
に
、
二
〇
世
紀
の
人
類
史
を
貶
め
た
「
第
一
次
世
界
大
戦
」
の
惨
禍
は
、

そ
の
歴
史
的
な
再
考
を
う
な
が
す
機
縁
と
も
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
「
黙
示
録
」
世
界
へ
の
旅
た
ち
は
、
ま
だ
深
遠
な
る
道
程
の
途
上

に
あ
り
、
そ
の
秘
め
る
謎
は
深
い
と
も
い
え
よ
う
。

　

ま
ず
、
黙
示
録
の
原
風
景
を
訪
ね
て
、
そ
の
歴
史
的
な
景
観
と
希
望
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
つ
い
て
一
瞥
し
た
い
。
本
書
執
筆
の
「
真

な
る
意
図
」
を
汲
み
と
る
に
は
、
当
時
の
歴
史
的
な
動
向
と
背
景
に
眼
を
と
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
成
立
は
、
お
そ
ら
く
ロ
ー

マ
皇
帝
ド
ミ
テ
ィ
ア
ヌ
ス
帝
の
治
世
（
紀
元
八
一
―
九
六
年
）
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
、
ロ
ー
マ
軍
に
よ
る
「
エ
ル
サ
レ
ム
神
殿
」

の
破
壊
（
七
〇
年
）
の
後
で
あ
ろ
う
。
と
く
に
、
同
皇
帝
治
下
の
小
ア
ジ
ア
で
強
制
さ
れ
た
「
皇
帝
礼
拝
」
の
祭
儀
は
、
初
期
キ
リ

ス
ト
教
徒
や
教
会
に
と
つ
て
大
き
な
「
躓
き
の
石
」
と
な
っ
た
。
現
に
、
目
前
に
せ
ま
る
大
迫
害
を
前
に
し
て
、
信
徒
た
ち
の
間
に

も
殉
教
者
や
背
教
者
が
続
出
し
た
。
ま
た
、
偽
善
の
罪
に
堕
ち
た
教
会
自
体
の
衰
微
と
消
滅
を
予
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
本
書
は
、

ま
さ
に
予
想
さ
れ
る
終
末
の
「
一
大
予
言
」
と
し
て
、
そ
の
精
神
的
な
弛
緩
と
命
運
に
さ
い
な
む
小
ア
ジ
ア
の
「
七
つ
の
教
会
」
に

宛
て
ら
れ
た
書
簡
で
あ
る
。
そ
の
「
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
」
が
記
述
す
る
小
ア
ジ
ア
の
「
七
つ
の
教
会
」
と
は
、
当
時
の
有
力
な
教
会

群
で
あ
る
「
エ
フ
ェ
ソ
ス
」
を
は
じ
め
、
ス
ミ
ル
ナ
、
ペ
ル
ガ
モ
ン
、
テ
ィ
ヤ
テ
イ
ラ
、
サ
ル
デ
ス
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
、
ラ
オ

デ
ィ
ケ
イ
ア
の
諸
教
会
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
ヨ
ハ
ネ
の
「
書
簡
」
は
、
全
能
な
る
「
神
の
計
画
」
に
よ
る
歴
史
の
完
成
を
「
世
界
の
終
末
」
か
ら
解
い
て
い

る
。
現
在
の
た
え
ざ
る
迫
害
と
苦
難
は
、
こ
の
新
た
な
希
望
の
証
し
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
、
と
も
い
え
よ
う
。
い
わ
ゆ
る
、「
悪

し
き
バ
ビ
ロ
ン
」
に
も
堕
ち
た
ロ
ー
マ
の
支
配
に
抗
し
、
神
の
正
義
と
永
遠
の
救
い
を
説
く
「
聖
な
る
勧
告
」
で
あ
る
。
き
っ
と
、

善
良
な
信
徒
に
と
っ
て
は
、
神
の
無
限
な
る
愛
と
恩
恵
に
感
謝
し
、
新
た
に
忍
耐
と
改
悛
の
情
を
深
め
る
「
慰
め
の
使
信
」
と
も
な
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ろ
う
。
黙
示
録
の
執
筆
は
、
当
時
の
「
国
家
宗
教
と
キ
リ
ス
ト
教
会
」
と
の
間
に
み
る
緊
張
と
対
立
を
背
景
と
し
て
い
る
。
ま
さ
に
、

巨
大
な
る
「
聖
と
俗
」
が
対
峙
す
る
歴
史
的
な
極
限
状
況
の
中
で
、
と
く
に
キ
リ
ス
ト
教
的
な
歴
史
観
と
し
て
、
超
越
的
な
神
の
計

画
と
個
人
の
責
任
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
新
約
聖
書
」
の
中
で
も
特
異
な
黙
示
録
の
告
知
は
、
じ
つ
は
純
粋
な

「
ヨ
ハ
ネ
幻
想
」
の
所
産
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
歴
史
的
な
キ
リ
ス
ト
教
の
異
端
化
と
迫
害
さ
ら
に
教
会
分
裂
等
の
危
機
を
背
景
と

し
て
い
る
、
と
い
え
よ
う
。

　

そ
の
長
大
な
物
語
は
、
い
わ
ゆ
る
地
上
の
悪
魔
的
な
諸
力
と
虚
像
を
あ
ば
く
世
界
の
終
末
と
、
神
の
正
義
が
支
配
す
る
キ
リ
ス
ト

教
の
最
終
的
な
勝
利
を
宣
言
す
る
。
具
体
的
に
は
、
神
の
義
を
求
め
る
イ
ス
ラ
エ
ル
と
、
こ
れ
に
敵
対
す
る
大
国
（
バ
ビ
ロ
ニ
ア
、

ペ
ル
シ
ア
、
ギ
リ
シ
ア
等
）
が
争
う
構
図
と
な
る
。
い
わ
ば
、
一
種
の
救
済
論
と
し
て
、
人
間
界
に
よ
ど
む
二
元
論
的
な
対
立
と
価

値
の
逆
転
を
説
く
こ
と
に
な
る
。
も
と
よ
り
、
そ
の
よ
う
な
思
考
の
源
泉
は
、
古
代
ペ
ル
シ
ア
の
「
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
」
に
由
来
す

る
「
善
悪
二
元
論
」
に
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、「
黙
示
録
」
の
お
も
な
モ
テ
ィ
ー
フ
は
、「
世
界
の
終
末
」、「
最
後
の
審

判
」、「
新
し
き
天
地
の
到
来
」
と
な
る
。
い
か
に
も　

超
現
実
的
で
劇
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
誘
う
主
題
群
で
あ
る
。
一
面
、
永
遠
の
生

命
と
超
自
然
的
な
幻
視
を
紡
ぐ
文
学
的
な
象
徴
詩
で
も
あ
る
。
と
き
に
、
こ
の
黙
示
録
を
「
黙
示
文
学
」
と
総
称
す
る
ゆ
え
ん
で
あ

ろ
う
。
他
面
、
ま
だ
稚
拙
な
「
キ
リ
ス
ト
教
美
術
」
を
育
む
苗
床
と
し
て
、
新
奇
に
し
て
豊
富
な
主
題
を
提
供
し
て
い
る
。
そ
の
後
、

西
洋
図
像
学
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
た
と
も
い
え
よ
う
。

　

つ
ぎ
に
、
一
言
「
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
」
を
彩
る
思
想
的
な
特
徴
に
ふ
れ
よ
う
。
申
す
ま
で
も
な
く
、
本
書
は
先
行
す
る
ユ
ダ
ヤ
教

の
黙
示
文
書
を
範
と
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
、『
旧
約
聖
書
』
の
「
ダ
ニ
エ
ル
書
」
か
ら
「
死
海
写
本
」
等
に
お
よ
ぶ
文
書
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
、
す
で
に
「
神
の
民
の
迫
害
」
や
「
最
後
の
審
判
」
を
は
じ
め
と
す
る
終
末
論
的
な
主
題
の
萌
芽
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
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う
。
し
か
し
、
そ
の
命
題
と
な
る
「
終
末
観
」
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。『
新
約
聖
書
』
の
「
黙
示
録
」
は
、
あ
く
ま
で
も
イ

エ
ス
の
歴
史
的
な
出
現
に
負
っ
て
い
る
。
ま
た
、
予
想
さ
れ
た
「
神
の
国
」
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
が
説
く
「
未
来
の
約
束
」
で
は
な
く
、

す
で
に
開
始
さ
れ
た
「
現
在
の
救
い
」
の
告
知
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
、
新
し
い
契
約
主
で
あ
る
イ
エ
ス
を
中
心
と
す
る
信
仰
で
あ
り

救
済
思
想
で
あ
る
。
そ
の
具
体
相
は
、
十
字
架
に
架
け
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト
の
贖
罪
に
よ
る
救
い
で
あ
り
、
小
羊
な
る
キ
リ
ス
ト
の
再

臨
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
無
限
な
る
神
が
定
め
る
歴
史
の
成
就
と
完
成
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
新
た
な
神
の
支
配
と
キ
リ
ス
ト
論
の
結
合

と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
い
ま
や
両
者
と
も
に
、「
初
め
と
終
り
」（
ア
ル
フ
ァ
と
オ
メ
ガ
）
を
包
括
し
、
全
世
界
を
支
配
す
る
こ

と
に
な
る
。
そ
の
見
事
な
「
キ
リ
ス
ト
教
化
」
の
達
成
に
、
本
書
の
思
想
的
な
特
徴
と
独
創
性
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

こ
こ
に
、
私
な
り
の
「
黙
示
録
・
試
論
」
と
し
て
、
と
く
に
本
書
冒
頭
の
「
序
文
」
に
注
目
し
な
が
ら
一
断
想
を
綴
り
た
い
。
こ

の
黙
示
録
世
界
で
は
、
い
わ
ゆ
る
歴
史
上
の
「
小
ア
ジ
ア
」
が
中
心
舞
台
と
な
り
、
し
か
も
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
。
ま
ず
、

「
著
者
」
ヨ
ハ
ネ
自
身
は
、
原
始
教
会
の
指
導
者
と
し
て
ガ
リ
ラ
ヤ
か
ら
小
ア
ジ
ア
の
エ
フ
ェ
ソ
ス
に
移
り
、
そ
こ
で
没
し
た
と
も

さ
れ
る
。
そ
の
間
、
司
教
等
の
要
職
を
へ
な
が
ら
、
諸
教
会
で
の
説
教
や
伝
道
に
つ
と
め
、
数
々
の
奇
跡
を
行
っ
た
と
の
記
述
も
あ

る
。
ま
た
、
本
書
の
「
成
立
場
所
」
に
関
し
て
は
、
一
部
に
例
の
「
パ
ト
モ
ス
説
」
や
「
エ
フ
ェ
ソ
ス
説
」
と
の
相
違
が
あ
る
も
の

の
、
大
筋
と
し
て
小
ア
ジ
ア
の
西
岸
地
方
と
の
見
方
で
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
そ
の
執
筆
時
期
は
、
お
そ
ら
く
ロ
ー
マ
帝
国
の
迫
害

を
目
前
に
し
た
一
世
紀
末
（
九
〇
―
一
〇
〇
年
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
著
者
は
、
全
能
な
る
神
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
「
黙
示
」
を
証
か
す
預
言
者
と
し
て
、
と
く
に
小
ア
ジ
ア
の
「
七
つ
の
教

会
」
に
書
簡
を
送
っ
て
い
る
。
申
す
ま
で
も
な
く
、
こ
の
「
七
」
と
い
う
数
字
は
、
黙
示
文
学
の
伝
統
を
つ
ぐ
完
全
数
で
あ
り
、
暗

に
「
神
的
完
全
さ
」
を
象
徴
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
そ
の
関
連
事
項
を
本
書
（「
ヨ
ハ
ネ
黙
示
録
」）
の
叙
述
に
照
ら
し
て
み
よ
う
。
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ま
ず
、
本
書
の
第
一
章
は
、「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
黙
示
」
を
紐
と
く
導
入
部
と
し
て
、「
序
文
と
挨
拶
」（
一
・
一-

三
）
を
は
じ

め
、「
七
つ
の
教
会
へ
の
手
紙
の
序
文
」（
一
・
四-

八
）、「
ヨ
ハ
ネ
の
思
召
し
」（
一
・
九-

二
〇
）
等
と
な
る
。
つ
ぎ
の
第
二
・
三

章
に
お
い
て
、
本
題
の
「
七
つ
の
教
会
へ
の
手
紙
」
が
登
場
す
る
。
い
わ
ゆ
る
、
天
上
の
キ
リ
ス
ト
が
、
預
言
者
ヨ
ハ
ネ
を
介
し
て

小
ア
ジ
ア
の
教
会
に
手
紙
を
送
る
、
と
の
手
法
で
あ
る
。
か
つ
、
各
々
の
教
会
で
朗
読
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
望
ん
で
い
る
。

　

ち
な
み
に
、
そ
の
宛
先
と
な
る
「
七
つ
の
教
会
」
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
一
、「
エ
フ
ェ
ソ
ス
の
教
会
」（
二
・
一-

七
）、
二
、

「
ス
ミ
ル
ナ
の
教
会
」（
二
・
八-

一
一
）、
三
、「
ペ
ル
ガ
モ
ン
の
教
会
」（
二
・
一
二-

一
七
）、
四
、「
テ
ィ
ヤ
テ
イ
ラ
の
教
会
」

（
二
・
一
八-

二
九
）、
五
、「
サ
ル
デ
ス
の
教
会
」（
三
・
一-

六
）、
六
、「
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
教
会
」（
三
・
七-

一
三
）、
七
、

「
ラ
オ
デ
ィ
ケ
イ
ア
の
教
会
」（
三
・
一
四-

二
二
）
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
現
実
の
諸
教
会
が
直
面
す
る
病
状
と
診
断
が
簡
明
に
記

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
、
当
時
の
「
小
ア
ジ
ア
」
情
勢
に
つ
い
て
一
考
し
た
い
。
本
来
、
こ
の
小
ア
ジ
ア
世
界
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
活
気
あ
ふ
れ

る
地
域
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
ヨ
ハ
ネ
の
手
紙
に
列
挙
さ
れ
る
「
七
つ
の
教
会
」
は
、
い
ず
れ
も
こ
の
地
方
で
の
主
要
都
市
に
あ
り
、

し
か
も
キ
リ
ス
ト
教
団
の
拠
点
で
も
あ
っ
た
。
他
面
、
小
ア
ジ
ア
の
思
想
風
土
と
し
て
、
と
く
に
「
終
末
論
的
な
昂
揚
」
が
み
ら
れ

る
。
じ
つ
は
、「
エ
ル
サ
レ
ム
の
陥
落
」
後
も
、
ま
だ
古
き
「
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
」
の
伝
統
は
残
存
し
、
ま
た
異
端
視
さ
れ
る

「
グ
ノ
ー
シ
ス
派
」
の
メ
シ
ア
待
望
論
も
打
ち
消
せ
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
ロ
ー
マ
帝
国
と
の
身
命
を
賭
し
た
対
決
が
迫
っ
て
い
る
。

事
実
、
こ
の
小
ア
ジ
ア
で
は
、
多
種
に
わ
た
る
異
教
の
祭
儀
が
横
行
し
、
ま
た
多
く
の
殉
教
者
を
出
し
て
い
る
。
ま
さ
に
、
小
ア
ジ

ア
の
「
黙
示
的
な
危
機
」
に
挑
む
「
手
紙
」
の
送
信
は
必
定
で
あ
っ
た
、
と
も
い
え
よ
う
。

　

で
は
、
当
時
の
諸
教
会
を
と
り
ま
く
事
情
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
歴
史
的
な
様
相
に
つ
い
て
、
一
部
の
代
表
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⑴「聖ヨハネ教会」の故地
（トルコ・エフェス、４世紀―同地に東ローマ帝国皇帝・ユスティニ
アヌス１世が建立した「聖ヨハネ - バシリカ聖堂」〈６世紀〉復元原
型の一部）
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事
例
か
ら
垣
間
見
よ
う
。
ま
ず
、
小
ア
ジ
ア
西
海
岸
の
古
都
「
エ
フ
ェ
ソ
ス
」（
現
ト
ル
コ
名
セ
ル
チ
ュ
ッ
ク
―
エ
フ
ェ
ス
）
が
あ
る
。

小
ア
ジ
ア
最
大
の
古
代
ギ
リ
シ
ア
都
市
で
あ
り
、
ま
た
著
者
ヨ
ハ
ネ
が
最
初
に
呼
び
か
け
た
教
会
で
あ
る
。
古
来
、
小
ア
ジ
ア
の
海

港
都
市
と
し
て
繁
栄
し
、
ロ
ー
マ
時
代
に
は
「
ア
ジ
ア
州
」
の
首
都
と
し
て
第
一
級
の
地
位
を
し
め
て
い
る
。
他
方
、
古
く
よ
り
大

地
母
神
を
仰
ぐ
「
ア
ル
テ
ミ
ス
信
仰
」
の
中
心
地
で
も
あ
っ
た
。
古
代
ギ
リ
シ
ア
時
代
に
は
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
豊
饒
神
に
ち
な
む

巨
大
な
「
ア
ル
テ
ミ
ス
の
大
神
殿
」
が
建
立
さ
れ
た
。
そ
の
他
、
壮
麗
な
野
外
劇
場
や
セ
ル
シ
ウ
ス
図
書
館
を
は
じ
め
、
現
存
す
る

古
代
遺
跡
も
多
い
。

　

な
お
、
キ
リ
ス
ト
教
時
代
の
伝
承
で
は
、
ヨ
ハ
ネ
は
こ
の
地
で
福
音
書
を
著
述
し
て
伝
道
に
つ
と
め
、
死
後
に
埋
葬
さ
れ
た
と
い

う
。
か
つ
て
、
同
所
に
は
小
さ
な
教
会
（
四
世
紀
）
が
建
て
ら
れ
、
そ
の
後
「
聖
ヨ
ハ
ネ
教
会
」（
原
型
、
六
世
紀
）
と
し
て
形
跡
を

の
こ
し
て
い
る
。
ま
た
、
エ
フ
ェ
ソ
ス
遺
跡
の
近
郊
に
は
、
聖
母
マ
リ
ア
が
晩
年
を
送
っ
た
と
さ
れ
る
「
聖
母
の
家
」（
聖
母
マ
リ

ア
教
会
）
も
建
っ
て
い
る
。
多
分
に
、
同
地
に
先
行
し
た
女
神
ア
ル
テ
ミ
ス
信
仰
へ
の
托
生
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
聖
パ
ウ
ロ
も

「
第
三
回
伝
道
旅
行
」
の
途
次
に
二
年
間
滞
在
し
て
い
る
。
い
わ
ば
、
エ
フ
ェ
ソ
ス
は
、
小
ア
ジ
ア
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
中
心

地
で
も
あ
っ
た
。
こ
こ
に
、
あ
ら
た
め
て
「
黙
示
録
」
の
記
述
に
照
ら
せ
ば
、
グ
ノ
ー
シ
ス
派
の
浸
潤
や
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
迫
害
に

抗
す
る
「
忍
耐
と
労
苦
」
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
同
時
に
、
い
ま
や
初
期
の
篤
き
信
仰
心
を
な
く
し
「
最
初
に
愛
を
見
捨
て
た
教

会
」（
二
・
四
）
と
の
批
判
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

同
じ
く
、
小
ア
ジ
ア
西
海
岸
に
あ
る
最
古
の
ギ
リ
シ
ア
都
市
「
ス
ミ
ル
ナ
」（
現
ト
ル
コ
名
イ
ズ
ミ
ー
ル
）
が
あ
る
。
か
つ
て
は
、

一
時
エ
フ
ェ
ソ
ス
に
征
服
さ
れ
な
が
ら
も
、
や
が
て
小
ア
ジ
ア
有
数
の
都
市
と
し
て
発
展
し
、
ロ
ー
マ
時
代
に
は
エ
ー
ゲ
海
最
大
の

都
市
と
し
て
名
を
馳
せ
た
。
ち
な
み
に
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
大
詩
人
ホ
メ
ロ
ス
の
生
地
で
あ
り
、
彼
は
小
ア
ジ
ア
の
中
で
も
「
も
っ
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と
も
美
し
い
都
市
」
と
し
て
称
賛
し
て
い
る
。
他
方
、
紀
元
前
二
世
紀
の
末
に
は
、
い
ち
早
く
「
ロ
ー
マ
女
神
」
の
神
殿
が
建
立
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
ロ
ー
マ
帝
政
期
の
初
期
に
は
、
小
ア
ジ
ア
の
属
州
と
し
て
最
初
の
「
皇
帝
祭
儀
」
の
拠
点
と
も
な
っ
た
。「
黙

示
録
」
に
照
ら
せ
ば
、「
迫
害
に
耐
え
た
教
会
」（
二
・
一
〇
）
と
な
ろ
う
。

　

さ
ら
に
、
小
ア
ジ
ア
の
北
西
部
に
あ
る
古
代
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
都
市
「
ベ
ル
ガ
モ
ン
」（
現
ト
ル
コ
名
ベ
ル
ガ
マ
）
が
あ
る
。
小
ア
ジ
ア

の
有
力
都
市
と
し
て
ほ
ぼ
全
域
を
支
配
し
、
と
く
に
ギ
リ
シ
ア
・
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
文
化
の
一
大
中
心
地
と
し
て
栄
華
を
誇
っ
た
。
ま
た
、

ロ
ー
マ
時
代
の
名
高
い
遺
産
と
し
て
、
巨
大
な
「
デ
メ
テ
ー
ル
の
神
殿
」
や
「
ゼ
ウ
ス
の
大
祭
壇
」
さ
ら
に
「
大
図
書
館
」
等
の
建

造
物
が
偉
観
を
呈
す
る
。
他
方
、
古
く
か
ら
小
ア
ジ
ア
で
信
奉
さ
れ
た
「
ニ
コ
ラ
ス
派
」
等
の
異
教
徒
も
定
住
し
、
そ
の
怪
し
い
祭

儀
を
や
ど
す
「
サ
タ
ン
の
王
座
」
と
も
称
さ
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
、
ゼ
ウ
ス
、
ア
テ
ナ
、
デ
ィ
オ
ニ
ュ
ソ
ス
、
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
複

合
体
で
あ
る
。
ま
た
、
ロ
ー
マ
の
属
州
と
し
て
「
皇
帝
礼
拝
」
の
主
要
舞
台
と
な
り
、
そ
の
祭
儀
を
司
る
公
的
中
心
地
と
も
な
っ
た
。

「
黙
示
録
」
に
照
ら
せ
ば
、「
誤
っ
た
教
師
の
悔
い
改
め
を
必
要
と
す
る
教
会
」（
二
・
一
六
）
と
な
ろ
う
。

　

そ
の
他
の
教
会
群
は
、
果
た
し
て
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
小
ア
ジ
ア
の
都
市
や
諸
教
会
に
お
い
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
と
っ
て
避

け
が
た
い
「
サ
タ
ン
の
会
堂
」
に
属
す
る
人
々
も
多
い
。
さ
ら
に
、
皇
帝
祭
儀
へ
の
献
身
も
強
い
ら
れ
、
現
に
多
く
の
殉
教
者
を
生

ん
で
い
る
。
以
下
に
、
各
教
会
へ
の
診
断
を
「
黙
示
録
」
に
照
ら
せ
ば
、
つ
ぎ
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、「
テ
ィ
ヤ
テ
イ
ラ
の
教

会
」（「
誤
っ
た
預
言
者
の
い
る
教
会
」、
二
・
二
〇
）、「
サ
ル
デ
ス
の
教
会
」（「
眠
り
に
落
ち
た
教
会
」、
三
・
二
）、「
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

ア
の
教
会
」（「
辛
抱
強
く
耐
え
る
教
会
」、
三
・
一
〇
）、「
ラ
オ
デ
ィ
ケ
イ
ア
の
教
会
」（「
神
に
ぬ
る
く
味
気
な
い
教
会
」、
三
・
一
六
）

と
な
ろ
う
。
総
じ
て
、
本
書
「
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
」
が
著
さ
れ
る
背
景
に
は
、
こ
の
よ
う
に
歴
史
的
な
混
迷
と
試
練
に
遭
遇
す
る
キ

リ
ス
ト
教
会
の
苦
悶
が
あ
る
。
そ
の
「
手
紙
」
の
執
筆
意
図
は
、
ま
さ
に
教
会
の
指
導
者
で
あ
る
「
監
督
」（
司
教
）
を
中
心
と
す
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る
団
結
の
要
請
で
あ
り
、
同
時
に
古
き
「
ユ
ダ
ヤ
教
的
傾
向
」
を
も
つ
人
び
と
へ
の
闘
争
を
呼
び
か
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

さ
い
ご
に
、
こ
れ
ま
で
の
私
的
な
「
黙
示
録
」
の
旅
路
か
ら
、
そ
の
主
要
舞
台
と
な
っ
た
小
ア
ジ
ア
の
歴
史
的
肖
像
と
「
宗
教
的

遺
産
」
に
つ
い
て
一
断
想
を
述
べ
た
い
。
ち
な
み
に
、
こ
の
「
小
ア
ジ
ア
」
と
は
、
ア
ジ
ア
大
陸
の
西
端
に
位
置
し
、
広
く
黒
海
、

エ
ー
ゲ
海
、
地
中
海
に
囲
ま
れ
る
地
名
で
あ
る
。
現
在
の
ト
ル
コ
領
の
大
部
分
を
し
め
て
お
り
、
別
名
「
ア
ナ
ト
リ
ア
」（A

natolia

）

と
も
称
さ
れ
る
。
そ
の
言
葉
の
原
義
は
、
ギ
リ
シ
ア
語
に
由
来
し
「
太
陽
が
昇
る
と
こ
ろ
」
を
意
味
し
て
い
る
。
古
来
、
人
類
最
古

の
「
農
耕
文
化
の
発
祥
地
」
と
さ
れ
、
ま
た
「
ア
ジ
ア
世
界
」（
中
国
西
域
文
化
、
イ
ン
ド
文
化
）
と
「
地
中
海
世
界
」（
ヘ
レ
ニ
ズ
ム

文
化
）
を
つ
な
ぐ
東
西
交
易
の
要
衝
で
も
あ
っ
た
。
他
面
、
歴
史
上
の
豊
か
な
知
的
お
よ
び
精
神
的
な
遺
産
を
育
む
苗
床
と
も
な
る
。

と
く
に
、
初
期
キ
リ
ス
ト
教
の
出
自
を
は
じ
め
、
そ
の
美
術
や
音
楽
さ
ら
に
建
築
等
に
わ
た
る
影
響
も
大
き
い
。
ま
た
、
歴
史
上
の

一
時
期
は
、
ロ
ー
マ
帝
国
の
属
州
と
し
て
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
広
義
の
シ
リ
ア
を
ふ
く
む
「
オ
リ
エ
ン
ト
の

キ
リ
ス
ト
教
」
に
つ
い
て
、
そ
の
誕
生
の
場
景
を
省
み
た
い
。

　

今
日
、
世
上
の
常
識
と
し
て
、
周
知
の
よ
う
に
「
キ
リ
ス
ト
教
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
宗
教
で
あ
る
」
と
の
通
念
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

新
た
に
そ
の
「
単
純
な
誤
解
」
を
正
す
歴
史
的
な
検
証
を
試
み
よ
う
。
ま
ず
、
今
日
に
お
よ
ぶ
「
キ
リ
ス
ト
教
」
の
発
祥
地
は
、
か

つ
て
古
名
を
カ
ナ
ン
と
呼
び
、「
乳
と
蜜
の
流
れ
る
地
」
と
謳
わ
れ
た
「
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
」（
シ
リ
ア
ー
エ
ジ
プ
ト
の
中
間
地
帯
）
で
あ

る
。
そ
の
中
央
山
地
に
、
神
が
約
束
し
た
「
聖
な
る
都
」
エ
ル
サ
レ
ム
も
あ
る
。
一
先
ず
、
当
時
の
原
風
景
を
一
望
し
よ
う
。
他
な

ら
ぬ
イ
エ
ス
自
身
は
、
こ
の
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
北
部
ガ
リ
ラ
ヤ
・
ナ
ザ
レ
の
出
身
で
あ
り
、
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
の
呼
び
か
け
に
応
じ
た

「
素
性
の
知
れ
な
い
ユ
ダ
ヤ
人
」
の
一
人
で
も
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
こ
れ
ま
で
『
旧
約
聖
書
』
で
は
、
こ
の
ナ
ザ
レ
の
町
に
つ
い

て
言
及
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
。
ま
た
、
最
古
の
福
音
書
と
し
て
、
イ
エ
ス
の
言
行
録
を
史
上
に
初
め
て
編
纂
し
た
「
マ
ル
コ
福
音
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書
」
の
成
立
地
も
、
や
は
り
同
じ
ガ
ラ
リ
ヤ
近
郊
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
名
高
い
使
徒
パ
ウ
ロ
の
異
邦
人
伝
道
は
、
当
時
の
中
心
都

市
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
（
現
ト
ル
コ
名
ア
ン
タ
キ
ア
）
を
拠
点
と
し
て
い
る
。
他
方
、
古
代
教
会
史
を
眺
め
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
の
根

本
的
な
教
義
を
定
め
る
「
公
会
議
」
の
舞
台
も
、
そ
の
大
半
が
オ
リ
エ
ン
ト
（
ア
ナ
ト
リ
ア
）
で
あ
っ
た
。
事
実
、
第
一
回
の
「
ニ

カ
イ
ア
公
会
議
」（
三
二
五
年
）
の
開
催
地
は
、
現
ト
ル
コ
の
イ
ズ
ニ
ク
で
あ
る
。
他
面
、
今
日
一
部
シ
リ
ア
に
残
存
す
る
キ
リ
ス

ト
教
（
カ
ト
リ
ッ
ク
）
の
典
礼
用
語
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
時
代
の
常
用
語
で
あ
る
ア
ラ
ブ
系
ア
ラ
ム
語
で
も
あ
っ
た
。

　

そ
の
他
に
も
、
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
の
遺
産
が
、
広
く
後
代
の
西
欧
キ
リ
ス
ト
教
美
術
や
音
楽
に
与
え
た
影
響
も
無
視
で
き
な
い
。

た
と
え
ば
、
現
在
シ
リ
ア
領
に
属
す
る
「
ド
ゥ
ラ
・
エ
ウ
ロ
ポ
ス
」
の
古
壁
画
（「
コ
ノ
ン
の
供
犠
」、
六
五
―
七
五
年
頃
）
は
、
そ
の

東
方
的
な
美
術
様
式
の
趣
向
に
お
い
て
、
西
欧
キ
リ
ス
ト
教
美
術
の
原
型
と
な
る
。
ま
た
、
同
じ
く
シ
リ
ア
の
「
カ
ラ
ト
・
セ
マ
ー

ン
修
道
院
聖
堂
」（
四
七
〇
年
頃
）
は
、
そ
の
バ
シ
リ
カ
様
式
に
十
字
形
プ
ラ
ン
を
合
せ
も
つ
建
築
と
し
て
、
初
期
キ
リ
ス
ト
教
聖
堂

建
築
の
範
型
と
な
っ
た
。
そ
の
他
、
か
つ
て
シ
リ
ア
北
部
を
根
城
と
し
た
「
ア
ラ
ム
聖
歌
」
は
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
を
代

表
す
る
「
グ
レ
ゴ
リ
オ
聖
歌
」（
詩
篇
朗
唱
）
の
旋
律
に
一
条
の
光
を
授
け
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
今
日
の
「
西
欧
巡
礼
論
」
に
不

可
欠
な
「
聖
人
崇
拝
」
や
「
聖
遺
物
崇
拝
」
等
の
遺
制
も
、
他
な
ら
ぬ
シ
リ
ア
か
ら
の
聖
な
る
「
文
明
移
転
」
と
見
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
的
な
航
跡
は
、
何
よ
り
も
「
オ
リ
エ
ン
ト
の
遺
産
」
に
負
っ
て
い
る
、
と
い
え
よ
う
。
あ
え

て
付
言
す
れ
ば
、
下
界
に
漂
う
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト
教
」
と
い
う
印
象
は
、
か
つ
て
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
主
導
に
よ
る
一
連

の
「
教
会
合
同
運
動
」
に
起
因
す
る
と
も
い
え
よ
う
。
今
日
、
そ
の
十
字
軍
来
の
聖
な
る
世
界
的
使
命
と
功
罪
が
問
わ
れ
る
こ
と
に

な
る
。
そ
の
意
味
で
、
新
た
に
神
学
的
な
立
場
か
ら
唱
導
さ
れ
る
「
文
化
的
受
肉
」（
イ
ン
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
と
い
う
概
念
に
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注
日
し
た
い
。
い
わ
ゆ
る
、
キ
リ
ス
ト
教
の
自
己
批
判
と
他
文
化
と
の
相
互
理
解
か
ら
、
人
類
社
会
の
総
体
的
な
把
握
を
目
ざ
す
も

の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
「
開
か
れ
た
信
仰
」
の
実
践
と
し
て
、
と
く
に
故
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
二
世
（
ロ
ー
マ
教
皇
）
の
他
宗
教
に
対
す

る
「
讀
罪
の
旅
」
は
印
象
的
で
あ
る
。
ま
た
、
現
に
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
最
大
課
題
と
さ
れ
る
「
東
西
教
会
の
再
統
一
」
に
つ
い
て

も
、
よ
う
や
く
対
話
の
道
が
築
か
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
千
年
来
の
分
裂
（
一
〇
五
四
年
）
を
こ
え
る
歴
史
的
な
初
会

談
（
二
〇
一
六
年
）
と
し
て
、
キ
リ
ル
総
主
教
（
ロ
シ
ア
正
教
会
）
と
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
（
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
）
に
よ
る

「
聖
な
る
和
解
」
も
緒
に
つ
い
た
、
と
い
え
よ
う
。
他
方
、
私
的
な
一
読
書
感
な
が
ら
、
著
名
な
ギ
リ
シ
ア
哲
学
者
・
加
藤
信
朗
氏

の
「
ア
ナ
ト
リ
ア
紀
行
」
に
も
着
目
し
た
い
。
そ
の
自
己
超
越
と
深
い
省
察
に
満
ち
た
論
考
の
表
題
は
、
い
み
じ
く
も
「
ア
ナ
ト
リ

ア
へ
の
旅
―
ギ
リ
シ
ア
哲
学
・
初
代
キ
リ
ス
ト
教
・
古
代
キ
リ
ス
教
成
立
の
故
地
」
と
謳
わ
れ
て
い
る
（『
宗
教
と
文
化
』
二
四
、
聖

心
女
子
大
学
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
刊
、
二
〇
〇
六
年
）。
ま
こ
と
に
、
キ
リ
ス
ト
教
（
カ
ト
リ
ッ
ク
）
の
「
知
の
希
望
」
を
育
む
慧

眼
で
あ
る
。

　

総
じ
て
、
西
欧
・
キ
リ
ス
ト
教
の
「
誕
生
問
題
」
は
、
特
定
の
「
内
な
る
思
考
」
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、
広
く
他
文
明
と
の
交
流

を
つ
つ
む
「
外
か
ら
の
思
考
」
も
不
可
欠
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
、
新
た
な
比
較
文
明
学
の
地
平
と
し
て
、
と
く
に
全
体
性
の
構
図
と

関
係
性
の
認
識
に
心
を
と
め
た
い
。
い
ま
、
遥
か
に
初
期
キ
リ
ス
ト
教
の
原
郷
を
巡
歴
し
な
が
ら
、
新
た
に
「
聖
な
る
も
の
」
の
根

源
性
と
普
遍
性
を
見
つ
め
る
「
時
の
徴
」
は
満
ち
て
い
る
、
と
い
え
よ
う
。

　

今
日
、
と
く
に
人
類
文
明
史
上
の
大
き
な
断
層
と
し
て
、
新
た
に
「
変
容
の
時
代
」
を
迎
え
る
。
現
に
、
二
一
世
紀
の
「
黙
示

録
」
と
し
て
、
身
近
に
病
め
る
地
球
の
暗
雲
が
た
だ
よ
い
、「
世
の
終
り
」
に
対
す
る
恐
れ
と
不
安
も
深
い
。
一
説
に
、
広
く
宇
宙

的
な
視
点
か
ら
、「
人
類
最
後
の
世
紀
か
？
」（
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ル
イ
ス
）
と
の
警
告
も
あ
る
。
ま
た
、
米
科
学
誌
の
「
終
末
時
計
」
は
、
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す
で
に
地
球
滅
亡
ま
で
の
時
間
を
「
残
り
二
分
半
」
と
告
げ
て
い
る
。
果
た
し
て
、
人
類
は
自
ら
の
手
で
「
母
な
る
大
地
」
を
殺
す

の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
一
縷
の
望
み
を
か
け
て
救
う
の
だ
ろ
う
か
。
い
ま
、
あ
ら
た
め
て
人
間
存
在
の
英
知
と
回
心
の
途
に
つ

い
て
、
自
ら
命
名
し
た
「
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
」（
賢
い
ヒ
ト
）
と
い
う
自
負
の
真
偽
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

か
つ
て
、
ひ
そ
か
に
「
現
代
の
黙
示
録
」
を
胸
に
秘
め
な
が
ら
、
か
の
オ
リ
エ
ン
ト
紀
行
に
つ
い
た
の
は
、
ト
ル
コ
（
一
九
八
二
、

八
六
年
）、
シ
リ
ア
（
一
九
八
六
、
二
〇
〇
六
年
）
か
ら
、
ア
ル
メ
ニ
ア
（
二
〇
〇
五
年
）
お
よ
び
北
ア
フ
リ
カ
（
一
九
八
三
、
八
四
年
）

に
向
け
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
折
々
に
、
未
踏
の
「
東
方
・
巡
礼
紀
行
」
に
同
行
し
た
、
い
ま
は
亡
き
木
間
瀬
精
三
（
西
欧
中

世
文
化
史
）
お
よ
び
森
安
達
也
（
キ
リ
ス
ト
教
史
）
両
氏
の
、
い
と
も
寛
大
な
人
と
な
り
と
見
識
を
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

二　
「
黙
示
録
美
術
」
の
誕
生
と
変
容

―
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
巡
礼
と
「
ロ
マ
ネ
ス
ク
美
術
」

　

こ
れ
ま
で
、
荘
厳
な
る
「
ヨ
ハ
ネ
黙
示
録
」
の
開
示
は
、
新
た
な
魅
惑
を
秘
め
て
時
代
の
宗
教
感
情
を
深
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

他
面
、
一
連
の
芸
術
的
な
創
作
活
動
に
豊
富
な
題
材
を
提
供
し
、
新
た
な
キ
リ
ス
ト
教
美
術
の
発
展
に
寄
与
し
た
と
い
え
よ
う
。
と

こ
ろ
で
、
こ
の
黙
示
録
が
、
キ
リ
ス
ト
教
美
術
に
影
響
を
与
え
た
の
は
中
世
前
期
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
、
宇
宙
的
な
霊
感
を
秘
め
た

黙
示
録
の
図
像
化
と
体
系
化
の
誕
生
で
あ
る
。
そ
の
創
作
分
野
は
、
一
連
の
写
本
装
飾
を
は
じ
め
、
聖
堂
扉
口
の
浮
き
彫
り
や
内
部

壁
画
、
さ
ら
に
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
や
タ
ピ
ス
リ
ー
等
の
多
岐
に
わ
た
る
。
ま
た
、
黙
示
録
の
図
像
形
式
を
大
別
す
れ
ば
、
そ
の
壮
大

な
「
全
体
の
場
面
」
を
表
す
多
場
面
型
と
、
特
定
の
「
個
別
の
場
面
」
を
表
す
一
場
面
型
に
分
類
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
そ
の
後
、

新
装
の
「
黙
示
録
美
術
」
は
、
広
く
ス
ペ
イ
ン
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
土
に
流
布
さ
れ
、
西
欧
キ
リ
ス
ト
教
美
術
史
を
彩
る
典
拠
と
も
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な
っ
た
。

　

ま
ず
、「
黙
示
録
美
術
」
の
起
源
に
眼
を
と
め
た
い
。
い
わ
ゆ
る
、
キ
リ
ス
ト
教
図
像
の
誕
生
地
は
、
一
般
に
オ
リ
エ
ン
ト
の
エ

ジ
プ
ト
、
シ
リ
ア
、
カ
ッ
パ
ド
キ
ア
等
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
今
日
語
ら
れ
る
「
黙
示
録
美
術
」
の
中
心
舞
台
は
、
一
〇

世
紀
の
ス
ペ
イ
ン
・
イ
ベ
リ
ア
半
島
で
あ
っ
た
。
代
表
的
な
写
本
挿
絵
と
し
て
、
北
ス
ペ
イ
ン
・
リ
エ
バ
ナ
の
修
道
院
長
ベ
ア
ト
ゥ

ス
に
よ
る
『
ベ
ア
ト
ゥ
ス
の
黙
示
録
注
解
書
』（「
ベ
ア
ト
本
」、
七
二
六
年
）
が
あ
る
。
と
く
に
、
黙
示
録
の
全
体
像
を
図
像
化
し
た

写
本
芸
術
の
先
例
と
し
て
名
高
い
。
そ
の
背
景
に
は
、
当
時
の
イ
ス
ラ
ー
ム
に
よ
る
ス
ペ
イ
ン
・
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
支
配
が
あ
っ
た
。

暗
に
、
わ
が
身
に
降
り
か
か
る
歴
史
的
な
試
練
と
忍
従
は
、
ま
さ
に
「
黙
示
録
」
が
著
さ
れ
た
ロ
ー
マ
の
迫
害
時
代
を
偲
ぶ
も
の
が

あ
っ
た
。
他
面
、
そ
の
後
、
数
次
に
わ
た
る
対
イ
ス
ラ
ー
ム
抗
戦
と
し
て
の
「
レ
コ
ン
キ
ス
タ
」（
国
土
回
復
運
動
、
七
一
一
―
一
四

九
二
年
）
が
展
開
さ
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
、
イ
ベ
リ
ア
半
島
の
奪
回
を
目
指
し
、
か
つ
ス
ペ
イ
ン
・
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
自
負
と
西
欧
の

威
信
を
賭
け
る
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
の
折
、
精
神
的
な
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
た
の
が
、
じ
つ
は
ス
ペ
イ
ン
の
守
護
の
聖
人
と
し
て
崇
め

ら
れ
た
「
聖
ヤ
コ
ブ
」
で
あ
る
。
後
世
に
、
巨
大
な
「
西
欧
の
心
臓
」
と
も
謳
わ
れ
る
大
聖
地
「
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・
デ
・
コ
ン
ポ
ス

テ
ー
ラ
」（
ス
ペ
イ
ン
西
端
、
ガ
リ
シ
ア
地
方
）
の
誕
生
秘
話
で
も
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
今
日
に
み
る
歴
史
的
な
「
ベ
ア
ト
ゥ
ス
写
本
」
の
一
例
を
垣
間
見
よ
う
。
ま
ず
、
ス
ペ
イ
ン
で
は
、「
ヘ
ロ
ー
ナ
写

本
」（
ヘ
ロ
ー
ナ
市
司
教
聖
堂
、
九
七
五
年
）
が
あ
る
。
絵
師
は
エ
メ
テ
リ
ウ
ス
で
、
多
数
の
挿
絵
を
お
さ
め
る
大
部
の
美
し
い
写
本

で
あ
る
。
ま
た
、「
フ
ァ
ン
ク
ド
ゥ
ス
写
本
」（
マ
ド
リ
ー
ド
国
立
図
書
館
所
蔵
、
一
〇
四
七
年
）
は
、
レ
オ
ン
国
王
お
よ
び
王
妃
の
依

頼
に
よ
る
も
の
で
、
絵
師
フ
ァ
ン
ク
ド
ゥ
ス
に
よ
る
も
っ
と
も
壮
麗
な
作
例
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
「
エ
ス
コ
リ
ア
ー
ル
写
本
」（
九

五
〇
―
五
五
年
）
は
、
絵
師
フ
ロ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
に
よ
る
最
古
の
一
例
と
さ
れ
る
。
他
方
、「
モ
ー
ガ
ン
写
本
」（
ニ
ュ
ヨ
ー
ク
ー
パ
イ
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ア
ポ
ン
ト
・
モ
ー
ガ
ン
図
書
館
所
蔵
、
九
六
二
年
）
は
、
絵
師
マ
ギ
ウ
ス
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
後
「
ベ
ア
ト
ゥ
ス
写
本
」
の
模
範
と

も
な
っ
た
。

　

い
ず
れ
も
、
上
質
の
羊
皮
紙
が
用
い
ら
れ
て
保
存
状
態
も
よ
い
。
さ
ら
に
、
色
彩
豊
か
で
幻
想
に
溢
れ
る
見
事
な
芸
術
作
品
で
あ

る
。
そ
の
印
象
は
、
も
は
や
単
な
る
説
明
的
な
挿
絵
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
完
全
に
「
独
立
し
た
絵
画
」
の
域
に
あ
る
。
各
々
の
写

本
に
は
、
絵
師
の
署
名
、
日
付
、
製
作
場
所
等
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
多
く
の
成
立
年
代
は
、
お
そ
ら
く
「
ヨ
ハ
ネ
黙
示
録
」

（
二
〇
章
）
の
示
唆
に
よ
る
「
紀
元
千
年
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
な
お
、
主
要
な
製
作
場
所
は
、
ス
ペ
イ
ン
北
部
・
レ
オ
ン
地

方
の
「
サ
ン
・
ミ
ゲ
ー
ル
・
デ
・
エ
ス
カ
ラ
ー
ダ
修
道
院
聖
堂
」（
九
一
三
年
）
で
あ
る
。
と
く
に
、
東
西
を
む
す
ぶ
優
雅
な
装
飾

と
完
璧
な
融
合
で
知
ら
れ
る
。
や
が
て
、
こ
の
ス
ペ
イ
ン
で
誕
生
し
た
写
本
挿
絵
は
、
さ
ら
に
広
く
フ
ラ
ン
ス
に
流
布
し
、
ア
ル
プ

ス
以
北
の
「
ロ
マ
ネ
ス
ク
美
術
」
や
「
ゴ
シ
ッ
ク
美
術
」
の
誕
生
に
大
き
な
影
響
を
あ
た
え
た
。
西
洋
美
術
史
上
、
そ
の
意
義
は
き

わ
め
て
大
き
い
と
い
え
よ
う
。

　

つ
ぎ
に
、
あ
ら
た
め
て
「
黙
示
録
美
術
」
の
代
表
的
な
事
例
を
訪
ね
よ
う
。
こ
れ
ま
で
、
黙
示
録
に
関
す
る
特
定
の
主
題
や
場
面

を
描
い
た
名
作
も
多
い
。
ま
ず
、
最
初
期
の
事
例
で
は
、
北
イ
タ
リ
ア
・
ラ
ヴ
ェ
ン
ナ
の
「
サ
ン
・
ヴ
ィ
タ
ー
レ
聖
堂
」
北
側
に
隣

接
す
る
「
ガ
ッ
ラ
・
プ
ラ
チ
デ
ア
霊
廟
」（
モ
ザ
イ
ク
、
四
四
〇
年
頃
）
が
あ
る
。
そ
の
簡
素
な
小
堂
の
内
部
は
、
深
い
瑠
璃
色
を
基

調
と
す
る
見
事
な
モ
ザ
イ
ク
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
と
く
に
、
円
蓋
天
井
の
中
央
に
は
、
天
上
界
の
星
が
と
り
ま
く
「
金
の
十
字
架
」

が
首
座
を
し
め
る
、
そ
れ
を
囲
ん
で
、
使
徒
の
「
四
福
音
書
記
者
」
像
が
讃
え
て
い
る
。
申
す
ま
で
も
な
く
、
黙
示
録
が
重
視
す
る

終
末
の
刻
と
キ
リ
ス
ト
の
再
臨
を
象
徴
し
て
い
る
。
他
面
、
古
代
的
な
様
式
や
手
法
を
と
ど
め
な
が
ら
も
、
東
方
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
円

蓋
装
飾
の
初
期
事
例
と
し
て
も
重
要
で
あ
る
。
私
ど
も
が
、
こ
の
「
ガ
ッ
ラ
・
プ
ラ
チ
デ
ア
霊
廟
」
を
訪
れ
た
の
は
、
一
連
の
「
ヨ
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ー
ロ
ッ
パ
中
世
巡
礼
」
紀
行
の
一
環
と
し
て
、「
ロ
ー
マ
巡
礼
」（
ス
イ
ス
・
イ
タ
リ
ア
、
一
九
七
九
年
）
お
よ
び
「
エ
ト
ル
リ
ア
美
術

と
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
建
築
の
景
観
」（
イ
タ
リ
ア
、
一
九
九
〇
年
）
に
向
か
う
旅
路
の
途
次
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
そ
の
後
の
代
表
的
な
「
黙
示
録
美
術
」
を
訪
ね
、
各
分
野
別
に
概
観
し
よ
う
。
第
一
に
、
黙
示
録
の
「
絵
画
」
を
代
表

す
る
事
例
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
・
ポ
ア
ト
ゥ
ー
地
方
の
「
サ
ン
・
サ
ヴ
ァ
ン
聖
堂
」（
一
一
世
紀
末
）
が
あ
る
。
と
く
に
、
身
廊
の
天

井
全
体
を
飾
る
半
円
ア
ー
チ
の
壁
画
群
を
は
じ
め
、
全
体
に
暖
色
系
の
淡
い
色
調
の
フ
レ
ス
コ
画
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
表
現
は
、

い
か
に
も
自
由
自
在
に
し
て
伸
び
や
か
で
あ
り
、
一
面
フ
ラ
ン
ス
独
自
の
調
和
に
と
む
感
性
を
み
る
。
一
瞬
、
息
を
の
む
よ
う
な
ロ

マ
ネ
ス
ク
美
術
の
清
明
な
世
界
で
あ
る
。
主
と
し
て
、「
旧
・
新
約
聖
書
」
を
つ
な
ぐ
一
大
「
連
作
」
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
今
日
、

フ
ラ
ン
ス
・
ロ
マ
ネ
ス
ク
絵
画
の
「
最
大
に
し
て
最
高
の
傑
作
」
と
も
さ
れ
る
。
他
面
、「
玄
関
口
」
の
階
上
廊
に
は
、「
ヨ
ハ
ネ
黙

示
録
」
に
よ
る
「
最
後
の
審
判
」
の
劇
的
な
場
面
が
展
開
さ
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
、「
栄
光
の
キ
リ
ス
ト
」
を
中
心
に
す
え
、
そ
の
周

り
を
「
い
な
ご
の
禍
」、「
女
と
龍
」、「
龍
を
退
治
す
る
天
使
」
等
の
作
例
が
飾
る
。
い
ず
れ
も
、「
黙
示
録
」
の
幻
想
性
と
流
動
性

に
満
ち
た
一
大
フ
レ
ス
コ
画
で
あ
る
。
こ
の
「
サ
ン
・
サ
ヴ
ァ
ン
聖
堂
」
を
訪
れ
た
の
は
、「
モ
ン
セ
ラ
ー
ト
巡
礼
」（
フ
ラ
ン
ス
・

ス
ペ
イ
ン
）
に
向
か
う
一
九
八
〇
年
で
あ
っ
た
。

　

同
じ
く
、
一
連
の
黙
示
録
「
絵
画
」
と
し
て
、
イ
タ
リ
ア
北
部
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
地
方
の
「
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
・
ア
ル
・
モ
ン
テ

聖
堂
」（
一
一
世
紀
）
に
も
注
目
し
た
い
。
ひ
そ
か
に
、
ア
ル
プ
ス
の
山
並
み
を
望
む
山
村
チ
ヴ
ァ
ー
テ
に
あ
る
。
と
く
に
、
身
廊

（
東
ア
プ
シ
ス
）
に
広
が
る
半
円
形
の
壁
画
と
し
て
、
黙
示
録
に
よ
る
「
最
後
の
審
判
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
、
有
名
な

「
黙
示
録
の
女
お
よ
び
竜
と
天
使
の
戦
い
」（
一
一
―
一
二
世
紀
）
の
図
像
で
あ
る
。
果
た
し
て
、
そ
の
左
側
に
横
た
わ
る
「
女
」
は

聖
母
マ
リ
ア
を
、
ま
た
足
元
の
「
男
の
子
」
は
幼
子
キ
リ
ス
ト
を
比
喩
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
い
か
に
も
、「
黙
示
録
」
の
強
烈
な
色



67

「黙示録」の旅路と印象―〈巡礼文明論〉の手帖 ⑸―

⑵「黙示録」〈四人の騎手〉
（アルブレヒト・デュラー、木版、1498年）
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彩
と
迫
力
を
刻
む
個
性
的
な
作
品
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
静
寂
な
山
麓
に
建
つ
聖
堂
は
、
八
紀
来
の
古
き
ラ
ン
ゴ
バ
ル
ト
時
代

に
遡
及
す
る
。
ふ
と
、
無
上
の
天
国
へ
通
じ
る
路
と
し
て
「
天
使
の
舞
い
お
り
る
と
こ
ろ
」（
辻
佐
保
子
）
と
の
幻
視
に
誘
わ
れ
る
。

他
面
、
そ
の
豊
か
で
色
鮮
や
か
な
フ
レ
ス
コ
画
の
描
法
に
、
先
行
の
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
お
よ
び
オ
ッ
ト
ー
朝
絵
画
の
余
韻
を
偲
ぶ
こ
と

も
で
き
よ
う
。
こ
の
「
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
・
ア
ル
モ
ン
テ
聖
堂
」
を
訪
れ
た
の
は
、「
ラ
ン
ゴ
バ
ル
ト
・
カ
ロ
リ
ン
グ
美
術
の
景

観
」（
イ
タ
リ
ア
、
ス
イ
ス
、
ド
イ
ツ
、
リ
ヒ
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
）
に
向
か
う
一
九
九
〇
年
で
あ
っ
た
。

　

第
二
に
、
黙
示
録
の
「
タ
ピ
ス
リ
ー
」
を
代
表
す
る
事
例
と
し
て
、
現
在
フ
ラ
ン
ス
西
部
・
ア
ン
ジ
ェ
城
内
に
蔵
す
る
「
ア
ン
ジ

ェ
の
黙
示
録
」（
一
四
世
紀
後
半
）
が
あ
る
。
そ
の
下
絵
は
、
フ
ラ
ン
ド
ル
出
身
の
画
家
ジ
ャ
ン
・
ド
・
ブ
リ
ー
ジ
ュ
が
、
あ
る
「
黙

示
録
」
写
本
を
参
考
に
し
て
仕
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
元
来
，
七
枚
の
タ
ピ
ス
リ
ー
に
九
〇
場
面
（
現
在
は
七
〇
場
面
）
を
織
り
出

し
た
超
大
作
で
あ
る
。
各
々
に
、
大
人
物
像
（
ヨ
ハ
ネ
）
が
登
場
し
、
さ
ら
に
「
黙
示
録
」
の
一
四
場
面
が
展
示
さ
れ
る
。
フ
ラ
ン

ス
で
は
、
現
存
最
古
に
し
て
最
大
の
作
例
と
さ
れ
る
。
一
印
象
と
し
て
、
赤
と
青
を
基
調
と
す
る
絢
爛
た
る
タ
ピ
ス
リ
ー
は
、
や
や

装
飾
的
で
「
宮
廷
美
術
」
の
感
も
深
い
。
こ
の
「
ア
ン
ジ
ェ
の
黙
示
録
」
に
対
面
し
た
の
は
、「
ト
ゥ
ー
ル
の
サ
ン
マ
ル
タ
ン
巡

礼
」（
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
イ
ス
）
に
向
か
う
一
九
九
六
年
で
あ
っ
た
。

　

第
三
に
、
黙
示
録
の
「
祭
壇
画
」
を
代
表
す
る
事
例
と
し
て
、
ベ
ル
ギ
ー
の
古
都
・
ヘ
ン
ト
に
あ
る
「
シ
ン
ト
・
バ
ー
フ
大
聖

堂
」
が
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
、
誉
れ
高
い
「
ゲ
ン
ト
の
大
祭
壇
画
」（
一
四
二
五
―
三
二
年
）
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
絵
画
史
上
、
後

期
ゴ
シ
ッ
ク
の
優
れ
た
祭
壇
画
と
し
て
定
評
が
あ
る
。
そ
の
中
心
主
題
は
、「
ヨ
ハ
ネ
黙
示
録
」
に
よ
る
「
神
秘
の
子
羊
の
礼
拝
」

（
中
央
パ
ネ
ル
・
下
段
中
央
）
と
な
ろ
う
。
と
く
に
、
神
の
子
羊
と
さ
れ
る
キ
リ
ス
ト
の
犠
牲
が
あ
が
な
う
人
間
の
贖
罪
と
恩
寵
の
象

徴
で
あ
る
。
な
お
、
そ
の
上
段
に
は
、
父
な
る
神
を
中
心
に
聖
母
お
よ
び
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
等
が
構
成
す
る
「
最
後
の
審
判
」
が
お
か
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れ
る
。
い
ず
れ
も
、
初
期
フ
ラ
ン
ド
ル
絵
画
の
創
始
者
で
あ
る
ヴ
ァ
ン
・
エ
イ
ク
兄
弟
の
合
作
と
さ
れ
る
。
い
か
に
も
、
深
い
宗
教

性
と
象
徴
性
を
秘
め
た
記
念
碑
的
な
大
作
で
あ
る
。
こ
の
「
ゲ
ン
ト
の
祭
壇
画
」
に
詣
で
た
の
は
、「
モ
ン
・
サ
ン
・
ミ
シ
ェ
ル
巡

礼
」（
ベ
ル
ギ
ー
、
フ
ラ
ン
ス
、
エ
ジ
プ
ト
）
に
向
か
う
一
九
八
七
年
で
あ
っ
た
。

　

第
四
に
、
黙
示
録
の
「
木
版
画
」
を
代
表
す
る
事
例
を
と
し
て
、
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
デ
ュ
ラ
ー
の
木
版
画
集
『
黙
示
録
』（
一
四

九
八
年
、
初
版
）
も
見
お
と
せ
な
い
。
今
日
、
木
版
芸
術
の
至
宝
と
し
て
不
動
の
位
置
を
し
め
る
。
ド
イ
ツ
で
は
、
一
五
世
紀
後
半

に
な
る
と
黙
示
録
も
普
及
し
、
ケ
ル
ン
や
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
「
聖
書
」
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
若
き
日
の
デ
ュ
ラ
ー
は
、
き
っ

と
こ
れ
ら
の
作
品
か
ら
着
想
を
得
て
、
か
の
有
名
な
木
版
画
集
を
製
作
し
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
全
一
五
点
か
ら
な
る
木
版
本
は
、
と

く
に
黙
示
録
の
全
体
像
を
克
明
に
図
示
し
た
最
高
傑
作
と
さ
れ
る
。
そ
の
精
巧
に
し
て
強
烈
な
緊
迫
感
を
そ
え
る
版
画
集
は
、
今
日

で
も
多
く
の
読
者
を
魅
了
す
る
。
こ
の
デ
ュ
ラ
ー
の
木
版
画
こ
そ
、
そ
の
後
広
く
黙
示
録
美
術
の
範
と
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
土
に
広

が
り
、
そ
の
名
声
を
世
界
に
広
げ
た
と
い
え
よ
う
。
か
つ
て
、
デ
ュ
ラ
ー
の
生
地
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
を
訪
れ
、
そ
の
偉
才
の
作
品
群

を
鑑
賞
し
た
の
は
、「
ド
イ
ツ
初
期
ロ
マ
ネ
ス
ク
と
バ
ロ
ッ
ク
美
術
」（
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
）
に
向
か
う
一
九
九
二
年
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、「
黙
示
録
美
術
」
を
語
る
重
要
な
課
題
の
一
つ
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
主
題
と
変
容
」
の
問
題
が
あ
る
。
そ
の
新
た

な
歴
史
的
局
面
は
、
キ
リ
ス
ト
生
誕
後
の
「
紀
元
千
年
」
に
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
い
わ
ゆ
る
、「
ヨ
ハ
ネ
黙
示
録
」（
二
〇
章
）

に
よ
る
「
千
年
王
国
」
の
教
説
と
「
最
後
の
審
判
」
の
顕
現
で
あ
る
。
も
は
や
、
人
類
の
世
界
史
は
終
り
を
告
げ
、
義
人
の
み
が
許

さ
れ
る
黄
金
時
代
の
到
来
と
な
る
。
こ
の
深
遠
な
る
運
命
の
開
示
は
、
あ
ら
た
め
て
八
世
紀
来
の
「
ベ
ア
ト
ゥ
ス
写
本
」
へ
の
関
心

を
深
め
、
新
た
な
写
本
や
ミ
ニ
ア
チ
ュ
ー
ル
を
製
作
す
る
機
縁
と
も
な
っ
た
。
し
か
も
、
ベ
ア
ト
ゥ
ス
写
本
の
表
現
は
、
か
つ
て
の

激
し
い
熱
情
的
な
表
現
か
ら
、
よ
り
穏
や
か
で
優
雅
な
表
現
に
変
貌
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
、
イ
ベ
リ
ア
半
島
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
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ム
と
キ
リ
ス
ト
教
の
共
存
時
代
に
見
た
、
か
の
幻
想
的
な
「
近
東
的
な
要
素
」
の
後
退
で
あ
る
。

　

黙
示
録
美
術
は
、
こ
の
「
主
題
の
変
容
」
と
い
う
歴
史
的
な
新
段
階
を
へ
て
、
は
じ
め
て
ピ
レ
ネ
ー
山
脈
を
こ
え
る
フ
ラ
ン
ス
領

内
で
受
容
さ
れ
る
。
そ
の
新
し
い
宗
教
美
術
の
震
源
地
は
、
お
そ
ら
く
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
巡
礼
の
一
拠
点
と
な
る
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
の

「
サ
ン
・
セ
ル
ナ
ン
聖
堂
」（
ス
ペ
イ
ン
、
一
〇
八
〇
―
一
一
一
八
年
）
で
あ
ろ
う
。
い
わ
ゆ
る
、
西
洋
美
術
の
独
創
性
を
染
め
た
「
ロ

マ
ネ
ス
ク
美
術
」（
一
〇
世
紀
末
―
一
二
・
三
世
紀
）
の
誕
生
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
そ
の
底
流
に
は
、
東
方
オ
リ
エ
ン
ト
や
イ
ス
ラ

ー
ム
美
術
の
水
脈
が
豊
か
に
流
れ
て
い
る
、
と
も
い
え
よ
う
。
事
実
、
フ
ラ
ン
ス
・
ロ
マ
ネ
ス
ク
彫
刻
の
最
古
と
さ
れ
る
「
サ
ン
・

セ
ル
ナ
ン
聖
堂
」
の
キ
リ
ス
ト
像
（
一
一
世
紀
）
は
、
い
か
に
も
西
域
の
仏
像
表
現
を
偲
ぶ
も
の
が
あ
る
。
他
方
、
も
は
や
主
題
を

彩
る
関
心
事
は
、
終
末
論
的
な
光
景
と
い
う
よ
り
、
現
実
的
な
「
自
己
救
済
」
の
啓
示
で
あ
っ
た
。
し
た
が
つ
て
、
ベ
ア
ト
ゥ
ス
写

本
が
宿
す
伝
統
的
な
主
題
も
、
き
わ
め
て
限
定
さ
れ
た
も
の
と
な
る
。
い
わ
ゆ
る
、
わ
ず
か
に
「
王
座
の
キ
リ
ス
ト
と
二
四
人
の
長

老
」（「
黙
示
録
」、
一
一
―
一
六
）
と
「
最
後
の
審
判
」（
同
、
四
―
五
）
の
図
像
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
前
者
（「
王
座
の
キ
リ
ス
ト
」）
の
代
表
例
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
西
部
ラ
ン
グ
ド
ッ
ク
地
方
・
モ
ア
サ
ッ
ク
の
「
サ
ン
・

ピ
エ
ー
ル
聖
堂
」（
一
〇
六
三
年
献
堂
）
が
あ
る
。
そ
の
中
央
扉
口
の
タ
ン
パ
ン
（
半
円
形
壁
画
、
一
一
〇
〇
年
頃
）
は
、
や
は
り
「
世

界
の
終
末
」
に
見
る
キ
リ
ス
ト
の
再
臨
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。
な
お
、「
四
福
音
記
者
」
の
象
徴
と
な
る
四
つ
の
生
き
物
と
、
二

四
人
の
長
老
を
伴
う
荘
厳
な
る
「
栄
光
の
キ
リ
ス
ト
」
像
は
、
ロ
マ
ネ
ス
ク
彫
刻
の
「
最
高
傑
作
」
と
目
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ

の
名
高
い
「
タ
ン
パ
ン
美
術
」
は
、
や
が
て
一
連
の
「
巡
礼
路
様
式
」（
キ
ン
グ
ス
レ
ー
・
ポ
ー
タ
ー
）
の
精
髄
と
し
て
、
大
聖
地

「
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・
デ
・
コ
ン
ポ
ス
テ
ー
ラ
聖
堂
」
に
向
か
う
諸
聖
堂
を
飾
る
こ
と
に
な
る
。
他
方
、
後
者
（「
最
後
の
審
判
」）
の
代

表
例
と
し
て
、
南
フ
ラ
ン
ス
の
オ
ー
ヴ
ェ
ル
ニ
ュ
地
方
・
コ
ン
ク
の
「
サ
ン
・
フ
ォ
ア
聖
堂
」（
一
〇
四
五
―
六
〇
年
）
が
あ
る
。
山
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奥
の
深
い
谷
間
に
ひ
そ
み
な
が
ら
、
一
二
歳
で
殉
教
し
た
聖
女
フ
ォ
ア
の
奇
蹟
と
殉
教
で
名
高
い
。
他
面
、
そ
の
有
名
な
タ
ン
パ
ン

（
一
一
二
〇
年
）
を
飾
る
「
最
後
の
審
判
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
黙
示
録
的
な
威
圧
性
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
福
音
的
な
優
美
性
に
富
ん

で
い
る
。

　

そ
の
後
、
伝
統
的
な
黙
示
録
の
主
題
は
、
南
フ
ラ
ン
ス
か
ら
北
上
す
る
に
つ
れ
て
希
薄
と
な
る
。
現
に
、
フ
ラ
ン
ス
中
東
部
ブ
ル

ゴ
ー
ニ
ュ
地
方
・
ヴ
ェ
ズ
レ
イ
に
「
サ
ン
・
マ
ド
レ
ー
ヌ
聖
堂
」（
一
一
二
〇
―
五
〇
年
）
が
あ
る
。
小
高
い
丘
に
そ
び
え
る
美
し
く

典
雅
な
聖
堂
で
あ
る
。
そ
の
表
現
力
豊
か
な
タ
ン
パ
ン
は
、
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
芸
術
の
傑
作
と
も
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
、
そ
の
主
題
は
、

も
は
や
「
最
後
の
審
判
」
で
な
く
、
イ
エ
ス
が
自
分
の
復
活
と
使
徒
の
使
命
を
明
か
す
「
聖
霊
降
臨
」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
西

欧
に
育
ま
れ
た
「
黙
示
録
美
術
」
の
原
像
は
、
と
く
に
東
方
オ
リ
エ
ン
ト
・
イ
ス
ラ
ー
ム
文
明
と
の
折
衝
や
歴
史
的
な
「
千
年
紀
」

へ
の
推
移
と
と
も
に
、
大
き
な
変
容
を
と
げ
る
こ
と
に
な
る
。

　

申
す
ま
で
も
な
く
、
歴
史
上
の
美
術
様
式
は
、
諸
文
明
を
構
成
す
る
基
本
的
な
要
因
で
あ
る
。
そ
の
探
究
に
は
、
や
は
り
美
術
史

上
に
黙
過
さ
れ
が
ち
な
「
影
響
文
明
圏
」
の
問
題
を
無
視
で
き
な
い
。
こ
れ
ま
で
素
描
し
た
「
黙
示
録
美
術
」
の
誕
生
と
変
容
の
問

題
は
、
よ
り
広
く
「
西
欧
文
明
」
の
歴
史
的
な
生
成
と
変
動
を
見
す
え
る
重
要
な
試
金
石
と
も
な
ろ
う
。
も
と
よ
り
、
宗
教
美
術
の

解
読
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
身
辺
の
表
層
に
染
ま
る
「
差
異
の
目
録
」
を
こ
え
、
そ
の
深
層
に
響
き
あ
う
「
聖
な
る
も

の
」
の
普
遍
性
を
読
み
と
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
総
じ
て
、
偉
大
な
る
「
象
徴
記
号
」
の
本
質
は
、
天
空
の
太
陽
が
一
つ
と
し
て

輝
く
よ
う
に
、
洋
の
東
西
を
こ
え
て
同
一
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
い
わ
ば
、
こ
れ
ま
で
多
様
な
芸
術
様
式
の
発
展
は
「
一
つ
の
道
」

を
辿
っ
て
お
り
、
相
互
の
関
係
性
と
一
貫
性
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
西
欧
文
明
が
自
ら
誇
る
「
ロ
マ
ネ
ス
ク
美
術
」
の
源
泉
に

も
、
と
く
に
東
方
オ
リ
エ
ン
ト
・
イ
ス
ラ
ー
ム
主
導
の
「
モ
サ
ラ
ベ
美
術
や
」
や
「
ベ
ア
ト
ゥ
ス
写
本
」
の
影
響
を
無
視
で
き
な
い
。
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他
な
ら
ぬ
、
ス
ペ
イ
ン
極
西
の
大
聖
地
「
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・
デ
・
コ
ン
ポ
ス
テ
ー
ラ
聖
堂
」
へ
の
道
行
は
、
新
た
に
西
欧
文
明
の

定
位
と
「
黙
示
録
美
術
」
の
再
考
を
誘
う
「
比
較
文
明
学
の
旅
路
」
と
も
な
っ
た
。
そ
の
、
中
世
巡
礼
の
真
実
を
求
め
た
旅
は
、
一

連
の
「
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
巡
礼
―
西
欧
中
世
巡
礼
紀
行
」（
フ
ラ
ン
ス
・
ス
ペ
イ
ン
、
一
九
七
八
年
）
お
よ
び
「
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
巡
礼
・

再
訪
―
黒
い
聖
母
の
謎
」（
フ
ラ
ン
ス
・
ス
ペ
イ
ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
一
九
八
八
年
）
の
折
で
あ
っ
た
。

三　
「
黙
示
録
」
の
幻
想
と
霊
感

―
モ
ア
サ
ッ
ク
の
サ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
聖
堂
（
フ
ラ
ン
ス
）

　

南
フ
ラ
ン
ス
の
大
都
市
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
か
ら
、
北
西
の
ボ
ル
ド
ー
に
向
か
う
途
上
に
「
モ
ア
サ
ッ
ク
」
と
い
う
小
さ
な
町
が
あ
る
。

遥
か
ピ
レ
ネ
ー
山
脈
に
発
す
る
ガ
ロ
ン
ヌ
川
に
沿
う
、
静
か
で
肥
沃
な
田
園
地
帯
の
一
角
で
あ
る
。
い
か
に
も
、
フ
ラ
ン
ス
の
農
村

風
景
を
と
ど
め
る
桃
源
郷
で
も
あ
る
。
今
日
、
こ
の
町
が
有
名
な
の
は
、
古
き
ク
リ
ュ
ニ
ー
系
修
道
院
を
つ
ぐ
「
サ
ン
・
ピ
エ
ー
ル

聖
堂
」
の
豊
穣
な
遺
産
に
負
う
。
と
り
わ
け
、
聖
堂
正
面
を
飾
る
荘
厳
な
「
扉
口
彫
刻
」
と
美
し
い
「
回
廊
」
を
彩
る
柱
頭
装
飾
に

眼
が
と
ま
る
。
い
ず
れ
も
、
ロ
マ
ネ
ス
ク
彫
刻
の
「
最
高
傑
作
」
と
さ
れ
る
。
他
面
、
中
世
に
あ
っ
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
名
高
い
聖

地
ル
・
ピ
ュ
イ
か
ら
西
北
ス
ペ
イ
ン
の
「
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・
デ
・
コ
ン
ポ
ス
テ
ー
ラ
巡
礼
」
に
向
か
う
重
要
な
参
詣
地
で
も
あ
っ
た
。

中
世
の
巡
礼
者
た
ち
は
、
各
々
に
玄
関
口
を
見
上
げ
て
「
黙
示
録
」
の
壮
大
な
幻
想
に
ひ
た
り
、
ま
た
隣
接
す
る
「
回
廊
」
の
清
澄

な
息
吹
に
英
気
を
養
い
な
が
ら
、
ふ
た
た
び
「
苦
難
の
旅
」
を
続
け
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
サ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
聖
堂
（
一
〇
六
三
年
献
堂
）
は
、
史
上
に
数
奇
な
運
命
を
辿
り
な
が
ら
も
、
今
日
な
お
一
群
の
モ
ニ
ュ
メ

ン
タ
ル
な
「
大
彫
刻
」
に
よ
っ
て
名
高
い
。
ま
ず
、
聖
堂
扉
口
の
「
タ
ン
パ
ン
」（
半
円
形
壁
面
）
は
、「
世
界
の
終
末
」
に
お
け
る
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⑶「サン・ピエール聖堂」扉口のタンパン
（フランス・モアサック、1063年）
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キ
リ
ス
ト
の
再
臨
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。
そ
の
中
央
部
に
は
、
神
の
威
厳
に
み
ち
た
「
栄
光
の
キ
リ
ス
ト
」（
マ
エ
ス
タ
ス
・
ド
ミ

ニ
）
が
玉
座
を
し
め
る
。
さ
ら
に
周
囲
に
は
、
四
福
音
書
記
者
の
動
物
象
徴
と
二
人
の
天
使
お
よ
び
二
四
人
の
長
老
た
ち
が
、
神
の

御
顔
を
仰
ぎ
見
な
が
ら
埋
め
尽
く
し
て
い
る
。
全
体
と
し
て
、
神
の
顔
を
光
源
と
す
る
「
完
璧
な
調
和
」
を
示
し
て
い
る
。
申
す
ま

で
も
な
く
、
時
の
終
り
を
告
ぐ
「
ヨ
ハ
ネ
黙
示
録
」（
四
章
）
の
幻
想
と
霊
感
を
視
覚
化
し
た
宗
教
芸
術
で
あ
る
。

　

ま
た
、
扉
口
の
「
中
央
柱
」
に
は
預
言
者
エ
レ
ミ
ア
と
聖
パ
ウ
ロ
が
、
そ
の
「
側
壁
」
に
は
預
言
者
イ
ザ
ヤ
と
聖
ペ
ト
ロ
が
対
峙

し
て
配
置
さ
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
、「
新
・
旧
約
聖
書
」
の
教
義
に
照
ら
し
た
象
徴
的
な
構
図
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
人
像
も
、
建
築
上

の
制
約
と
は
い
え
、
大
き
な
歪
曲
を
強
い
ら
れ
て
異
様
な
姿
態
に
も
映
る
。
し
か
し
、
む
し
ろ
当
時
特
有
の
形
体
学
と
し
て
、
神
秘

的
な
秩
序
を
構
成
す
る
洗
練
さ
れ
た
技
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
い
わ
ば
、
一
種
独
特
の
「
ロ
マ
ネ
ス
ク
彫
刻
」
の
思
想
と
造
形
美

を
宿
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
中
で
も
、
超
絶
的
な
神
の
姿
は
、
一
見
日
本
の
推
古
仏
た
と
え
ば
法
隆
寺
金
堂
の
「
釈
迦
像
」
を
彷

彿
さ
せ
る
。
も
と
よ
り
、「
黙
示
録
」
の
原
像
は
、
支
配
者
を
神
格
化
す
る
東
方
的
な
伝
統
と
も
無
縁
で
は
な
い
。
他
面
、
凛
呼
と

し
た
エ
レ
ミ
ア
像
は
、
高
貴
に
し
て
深
い
精
神
性
に
満
ち
て
お
り
、
見
る
も
の
の
心
を
と
ら
え
て
離
さ
な
い
。

　

こ
の
聖
堂
の
北
側
に
は
、
い
か
に
も
南
仏
の
風
光
が
そ
そ
ぐ
魅
惑
的
な
「
回
廊
」（
ク
ロ
イ
ス
タ
ー
）
が
あ
る
。
修
道
士
の
聖
な
る

生
活
に
と
っ
て
、
外
界
か
ら
隔
離
さ
れ
た
「
静
寂
な
る
場
所
」
こ
そ
、
心
の
安
ら
ぎ
に
浴
す
る
オ
ア
シ
ス
で
あ
っ
た
。
こ
の
サ
ン
・

ピ
エ
ー
ル
聖
堂
の
回
廊
（
一
一
〇
〇
年
完
成
）
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
「
修
道
院
回
廊
の
白
眉
」
と
も
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
、

中
庭
の
大
き
な
西
洋
杉
を
と
り
囲
む
列
柱
廊
は
、
バ
ラ
色
の
豊
麗
な
柱
頭
彫
刻
と
特
異
な
円
柱
美
が
織
り
な
す
別
天
地
で
あ
る
。
い

か
に
も
、
全
体
に
流
れ
る
軽
妙
な
リ
ズ
ム
感
と
詩
的
幻
想
の
戯
れ
が
心
地
よ
い
。
他
面
、
柱
頭
彫
刻
の
主
題
に
は
、
名
高
い
「
新
・

旧
約
聖
書
」
の
説
話
場
面
と
と
も
に
、
一
見
複
雑
怪
奇
な
動
・
植
物
文
様
も
登
場
す
る
。
多
分
に
、『
旧
約
』
の
「
最
後
の
審
判
」
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を
予
知
し
，
ま
た
『
新
約
』
の
愛
の
賛
歌
に
酔
う
躍
動
の
輪
舞
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
初
期
ロ
マ
ネ
ス
ク
美
術
の
「
偉
大
な
作
例
」
に
、

先
行
の
ビ
ザ
ン
ツ
美
術
の
影
響
や
東
方
オ
リ
エ
ン
ト
の
甘
美
な
香
り
を
嗅
ぐ
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
黙
示
録
」
と
は
、『
新
約
聖
書
』
の
最
後
を
飾
る
預
言
の
書
で
、
使
徒
ヨ
ハ
ネ
が
天
使
を
通
し
て
与
え
ら
れ

た
「
黙
示
」
の
記
録
で
あ
る
。
そ
の
主
題
は
、
今
や
到
来
せ
ん
と
す
る
「
世
界
の
終
末
」
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る
。
い
か
に
も
、
気
宇

壮
大
に
し
て
幻
惑
的
な
描
写
に
み
ち
て
い
る
。
そ
の
後
、
西
方
キ
リ
ス
ト
教
美
術
の
典
拠
と
も
な
る
。
と
く
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
支
配

下
の
ス
ペ
イ
ン
で
は
、
謎
の
修
道
士
ベ
ア
ト
ゥ
ス
に
よ
っ
て
『
黙
示
録
注
解
書
』（
ベ
ア
ト
本
、
七
八
六
年
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
い
わ

ゆ
る
、
西
欧
世
界
で
『
黙
示
録
』
の
全
体
像
を
図
像
化
し
た
最
初
の
試
み
で
あ
る
。
そ
の
後
、
ピ
レ
ネ
ー
越
え
で
南
フ
ラ
ン
ス
に
も

流
布
し
て
お
り
、
き
っ
と
モ
ア
サ
ッ
ク
の
「
大
彫
刻
」
に
影
響
を
与
え
た
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
「
ベ
ア
ト
本
」
の
淵
源
に
は
、
そ
の

様
式
的
お
よ
び
装
飾
的
な
観
点
か
ら
、
サ
サ
ン
朝
ペ
ル
シ
ア
や
コ
プ
ト
を
は
じ
め
、
シ
リ
ア
・
ア
ル
メ
ニ
ア
写
本
、
さ
ら
に
イ
ス
ラ

ー
ム
的
な
要
素
を
加
味
し
た
「
モ
サ
ラ
ベ
美
術
」
等
の
集
積
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
こ
に
、
西
欧
キ
リ
ス
ト
教
美
術
の
源
泉

と
し
て
、
あ
ら
た
め
て
東
方
オ
リ
エ
ン
ト
お
よ
び
イ
ス
ラ
ー
ム
的
な
遺
産
に
注
目
し
た
い
。

　

他
方
、
こ
こ
で
の
「
回
廊
」
と
は
、
一
般
に
建
物
の
全
周
な
い
し
三
方
を
囲
む
歩
廊
を
意
味
す
る
。
こ
の
古
く
か
ら
愛
好
さ
れ
た

建
築
様
式
は
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
葬
祭
殿
か
ら
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
の
神
殿
を
へ
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
モ
ス
ク
や
西
欧
中
世
の
修
道

院
へ
と
伝
達
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
イ
ン
ド
・
東
南
ア
ジ
ア
・
中
国
な
ど
の
多
く
の
僧
院
も
備
え
て
お
り
、
遥
か
日
本
の
伽
藍
に
お
よ

ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
回
廊
」
の
意
匠
は
、
世
界
史
上
の
時
と
所
を
こ
え
て
連
綿
と
つ
な
が
る
。
何
よ
り
も
、「
聖
な
る
美
」

の
普
遍
性
を
象
徴
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

遥
か
な
る
モ
ア
サ
ッ
ク
へ
の
巡
礼
行
は
、
人
類
史
の
命
運
を
分
か
つ
「
二
一
世
紀
の
黙
示
録
」
と
し
て
、
新
た
な
希
望
を
奏
で
る
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「
美
の
回
廊
」
へ
の
憧
憬
を
深
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
そ
の
知
的
予
見
と
し
て
、
Ａ
・
ト
イ
ン
ビ
ー
の
歴
史
的
な
洞
察
と

希
望
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
蘇
る
。
そ
の
サ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
聖
堂
を
訪
れ
た
の
は
、
初
期
ロ
マ
ネ
ス
ク
美
術
の
開
花
を
求
め
て
、
フ
ラ
ン

ス
の
「
黙
示
録
」
壁
画
で
有
名
な
サ
ン
・
サ
ヴ
ァ
ン
聖
堂
等
を
へ
て
、
ス
ペ
イ
ン
の
「
モ
ン
セ
ラ
ー
ト
巡
礼
」
に
出
向
い
た
一
九
八

〇
年
の
初
秋
で
あ
っ
た
。

四　

｢
ベ
ア
ト
ゥ
ス
写
本｣

と
終
末
の
ビ
ジ
ョ
ン

―
エ
ル･

エ
ス
コ
リ
ア
ー
ル
修
道
院
（
ス
ペ
イ
ン
）

　

ス
ペ
イ
ン
・
マ
ド
リ
ー
ド
の
西
北
西
に
、
ス
ペ
イ
ン
・
ル
ネ
サ
ン
ス
建
築
を
代
表
す
る
「
エ
ル
・
エ
ス
コ
リ
ア
ー
ル
修
道
院
」

（
一
五
六
七
年
）
が
あ
る
。
こ
こ
に
掲
げ
る
作
例
は
、
同
修
道
院
が
所
蔵
す
る
「
雲
の
中
の
顕
現
と
地
上
の
人
び
と
」
と
題
さ
れ
た

「
ベ
ア
ト
ゥ
ス
写
本
」
の
挿
絵
で
あ
る
。
西
洋
美
術
史
上
、
特
異
な
「
モ
サ
ラ
ベ
芸
術
」
の
一
翼
と
し
て
名
を
な
す
「
ベ
ア
ト
ゥ
ス

写
本
」
は
、
八
世
紀
に
北
ス
ペ
イ
ン
の
ア
ス
ト
ゥ
リ
ア
ス
地
方
・
リ
エ
バ
ナ
の
修
道
院
長
ベ
ア
ト
ゥ
ス
が
著
し
た
も
の
で
あ
る
。
い

わ
ゆ
る
、「
ヨ
ハ
ネ
黙
示
録
」（
一
世
紀
末
）
の
註
解
書
で
あ
る
。

　

そ
の
意
図
は
、
当
時
の
東
方
異
端
説
や
異
教
イ
ス
ラ
ー
ム
の
「
不
純
な
影
響
」
を
排
し
、
キ
リ
ス
ト
教
の
威
信
を
回
復
す
る
こ
と

に
あ
っ
た
。
同
書
は
、
そ
の
後
数
多
い
華
麗
な
挿
絵
も
加
わ
っ
て
広
範
に
流
布
し
、
と
く
に
西
洋
美
術
の
誕
生
を
告
げ
る
「
ロ
マ
ネ

ス
ク
美
術
」
の
誕
生
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
ま
だ
「
黙
示
録
」
の
幻
想
が
漂
う
西
南
フ
ラ
ン
ス
・
モ
ア

サ
ッ
ク
の
「
サ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
聖
堂
」（
扉
口
・
側
壁
）
の
浮
彫
や
、
中
部
フ
ラ
ン
ス
・
ロ
ワ
ー
ル
河
畔
の
「
サ
ン
・
ブ
ノ
ア
・
シ
ュ

ル
・
ロ
ワ
ー
ル
聖
堂
」（
柱
頭
）
の
彫
刻
は
、
そ
の
先
駆
的
な
遺
産
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、「
ロ
マ
ネ
ス
ク
彫
刻
の
代
表
作
」
の
一
つ
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（スペイン・エスコリアール修道院、10世紀）
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と
し
て
名
高
い
。

　

元
来
、「
新
約
聖
書
」
の
予
言
の
書
と
し
て
物
議
を
醸
し
た
「
黙
示
録
」
は
、
使
徒
ヨ
ハ
ネ
が
見
た
幻
の
記
録
と
さ
れ
る
。
と
り

わ
け
、｢
世
界
の
終
末｣

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
随
所
に
ち
り
ば
め
て
い
る
。
主
題
の｢

最
後
の
審
判
」
の
場
面
は
、
通
常
聖
堂
内
部
の
西

壁
面
や
外
部
西
入
口
上
部
の
「
タ
ン
パ
ン｣

（
半
円
形
壁
画
）
に
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
西
は
太
陽
の
没
す
る

方
角
で
あ
り
、
人
類
史
の
終
焉
を
象
徴
す
る
。

　

こ
の
「
ベ
ア
ト
ゥ
ス
写
本
」
は
、｢

最
後
の
審
判｣

を
題
材
と
し
て
「
見
よ
、
そ
の
方
が
雲
に
乗
っ
て
来
ら
れ
る
。
す
べ
て
の
人

の
目
が
彼
を
仰
ぎ
見
る
」（「
ヨ
ハ
ネ
黙
示
録
」
一･

七
）
と
い
う
言
葉
を
そ
の
ま
ま
図
像
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
雲
上

の
天
使
を
従
え
て
人
間
の
形
姿
を
と
っ
た
神
が
、
す
べ
て
の
地
上
の
人
び
と
を
裁
く
た
め
に
再
来
し
、
永
遠
の
救
い
と
罰
を
決
定
す

る
。
一
見
、
仏
教
図
像
の
「
阿
弥
陀
聖
衆
来
迎
図
」
の
よ
う
な
仏
画
的
な
印
象
を
あ
た
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
、「
ベ
ア
ト
ゥ
ス
写
本
」
が
流
行
し
た
の
は
、
折
し
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
千
年
紀
」
に
あ
た
る
。
時
に
、
時
代
の
大
変

動
と
恐
怖
が
重
な
り
、
歴
史
的
お
よ
び
心
理
的
に
も
極
度
の
緊
張
感
が
漂
っ
て
い
る
。
事
実
、
当
時
は
異
常
な
天
候
不
順
が
続
き
、

さ
ら
に
外
的
脅
威
・
異
教
の
発
生
・
疫
病
の
流
行
等
が
交
錯
す
る
。
い
わ
ば
、
西
欧
文
明
の
大
き
な
曲
が
り
角
に
見
え
た
。
そ
れ
だ

け
に
、「
最
後
の
審
判
」
を
待
ち
望
む
声
も
強
か
っ
た
、
と
い
え
よ
う
。
と
く
に
、
イ
ベ
リ
ア
半
島
で
は
、
こ
の
黙
示
録
こ
そ
、
異

教
の
イ
ス
ラ
ー
ム
占
領
地
を
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
手
に
奪
回
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
レ
コ
ン
キ
ス
タ
」（
国
土
回
復
運
動
）
の
精
神
的
な
支

柱
と
な
っ
た
。

　

一
方
、「
ベ
ア
ト
ゥ
ス
写
本
」
を
彩
る
挿
絵
は
、
ど
こ
か
魔
性
を
秘
め
た
強
烈
な
表
出
力
に
と
み
、
き
わ
め
て
独
創
的
で
あ
る
。

そ
の
大
胆
に
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
た
力
強
い
フ
ォ
ル
ム
や
鮮
烈
な
原
色
主
義
の
色
彩
構
成
は
、
一
種
の
「
記
憶
像
」
と
し
て
見
る
も
の
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の
心
を
呪
縛
す
る
。
そ
の
時
を
こ
え
た
深
い
印
刻
こ
そ
、
ゴ
ヤ
か
ら
ピ
カ
ソ
、
ミ
ロ
へ
と
連
な
る
ス
ペ
イ
ン
近
代
絵
画
の
源
流
と
も

な
っ
た
。

　

他
方
、
そ
の
豊
穣
な
挿
絵
を
育
ん
だ
文
明
史
的
な
背
景
も
見
逃
せ
な
い
。
い
わ
ゆ
る
、
一
群
の
「
写
本
絵
画
」
の
誕
生
に
は
、
そ

の
人
物
描
写
、
様
式
的
お
よ
び
装
飾
的
な
起
源
等
に
お
い
て
、
シ
リ
ア･

ア
ル
メ
ニ
ア
写
本
を
始
め
、
エ
ジ
プ
ト
（
コ
プ
ト
）、
イ

ス
ラ
ー
ム
、
ビ
ザ
ン
ツ
、
サ
サ
ン
朝
ペ
ル
シ
ア
に
お
よ
ぶ
「
東
方
の
遺
産
」
が
重
要
な
一
役
を
演
じ
て
い
る
。
と
く
に
、「
最
後
の

審
判
」
の
構
図
に
み
る
「
霊
魂
計
測
」
の
場
面
は
、
エ
ジ
プ
ト
新
王
国
時
代
の
葬
礼
文
書
で
あ
る｢

死
者
の
書｣

を
範
に
し
て
い
る
。

そ
の
仲
介
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、
お
そ
ら
く
エ
ジ
プ
ト
の｢

コ
プ
ト
美
術
」
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
四
福
音
書
の
記
者
を
象
徴

す
る
「
四
つ
の
生
き
も
の
」（
テ
ト
ラ
モ
ル
フ
―
人
・
牛
・
獅
子
・
鷲
）
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
古
き
シ
ュ
メ
ー
ル
お
よ
び
バ
ビ
ロ
ニ
ア

美
術
に
通
底
す
る
、
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
で
は
、
と
く
に
諸
文
明
の
「
芸
術
様
式
」
に
お
け
る
一
連
の
交
流
と
連
鎖
に
注
目
し
た
い
。

　

今
日
、
西
暦
史
上
の
「
第
三
千
年
紀
」
を
迎
え
る
中
で
、「
病
め
る
地
球
」
の
症
状
も
重
い
。
あ
た
か
も
「
第
二
の
黙
示
録
」
の

危
惧
を
深
め
る
折
に
、
あ
ら
た
め
て
「
ベ
ア
ト
ゥ
ス
写
本
」
と
対
座
す
る
現
代
的
な
意
味
は
深
い
。
私
が
、
こ
の
エ
ル
・
エ
ス
コ
リ

ア
ー
ル
修
道
院
を
訪
ね
た
の
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
色
彩
を
染
め
た
「
モ
サ
ラ
ベ
美
術
」
の
道
を
た
ど
り
、
か
つ｢

グ
ア
ダ
ル
ー
ペ
巡

礼｣

に
出
向
い
た
一
九
八
三
年
と
一
九
九
七
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

五　
「
天
地
創
造
図
」
の
タ
ピ
ス
リ
ー
と
宇
宙
観

―
へ
ロ
ー
ナ
大
聖
堂
（
ス
ペ
イ
ン
）

　

ス
ペ
イ
ン
東
北
部
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
地
方
に
、
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
大
聖
堂
「
へ
ロ
ー
ナ
大
聖
堂
」（
一
四
―
一
五
世
紀
・
改
築
）
が
あ
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る
。
こ
こ
に
掲
げ
る
作
例
は
、
同
聖
堂
博
物
館
が
所
蔵
す
る
有
名
な
「
天
地
創
造
図
」（
中
央
部
分
図
、
一
二
世
紀
初
頭
）
の
タ
ピ
ス

リ
ー
（
つ
づ
れ
織
り
の
壁
掛
け
）
で
あ
る
。
そ
の
雄
大
な
る
絵
画
的
な
主
題
と
、
赤
・
緑･

白
な
ど
の
彩
り
を
そ
え
た
繊
細
で
美
し

い
色
調
に
定
評
が
あ
る
。
申
す
ま
で
も
な
く
、
本
図
は
『
旧
約
聖
書
』（
創
世
記
、
一
―
二
）
の
物
語
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
。
そ
の

｢

天
地
創
造｣
の
神
話
は
、
今
日
に
お
よ
ん
で
ユ
ダ
ヤ
教
お
よ
び
キ
リ
ス
ト
教
的
世
界
観
の
基
軸
と
な
る
。
も
と
よ
り
、
そ
の
源
流

と
し
て
、
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
の
バ
ビ
ロ
ニ
ア
や
シ
リ
ア
等
の
文
学
的
な
伝
統
と
遺
産
も
無
視
で
き
な
い
。

　

ま
ず
、
基
本
構
図
と
し
て
、
中
央
円
形
部
分
の
主
座
を｢

エ
ホ
バ
神｣

が
し
め
る
。
キ
リ
ス
ト
教
的
な
解
釈
を
施
せ
ば
「
栄
光
の

キ
リ
ス
ト
」（
マ
イ
エ
ス
タ
ス
・
ド
ミ
ニ
）
と
な
る
。
そ
の
面
影
に
、
か
つ
て
の
ロ
ー
マ
皇
帝
図
像
の
残
影
を
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

さ
ら
に
周
囲
に
は
、
左
右
対
称
の
ア
ダ
ム
と
エ
バ
の
創
生
模
様
が
登
場
す
る
。
そ
の
「
乾
け
る
土
」
に
表
さ
れ
る
両
者
の
表
情
は
、

い
か
に
も
人
類
誕
生
の
秘
話
を
明
か
す
よ
う
で
興
味
深
い
。
あ
わ
せ
て
、
多
様
な
鳥
獣
・
爬
虫
類
か
ら
魚
類
・
植
物
・
家
畜
等
の
誕

生
場
面
が
、
じ
つ
に
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
天
空
の
「
日
月
星
」
を
暗
示
す
る
か
の
よ
う
な
図
像
が
ほ
の
か
に

浮
か
ぶ
。
い
わ
ゆ
る
、
神
の｢

天
地
創
造｣

に
関
す
る
キ
リ
ス
ト
教
的
な
世
界
観
の
象
徴
図
像
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
キ
リ
ス
ト
教

美
術
の
一
主
題
と
も
な
っ
て
い
る
。

　

古
来
、｢

世
界
の
奥
義｣

を
垣
間
見
た
い
と
の
欲
求
は
、
人
間
の
誰
し
も
が
い
だ
く
本
源
的
な
願
望
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
、
壮

大
な
「
天
地
創
造
」
の
神
話
は
、
多
く
の
民
族
に
よ
っ
て
語
り
継
が
れ
、
ま
た
優
れ
た
芸
術
作
品
も
多
い
。
西
欧
世
界
で
も
、
た
と

え
ば
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の｢

サ
ン･

マ
ル
コ
大
聖
堂｣

円
蓋
モ
ザ
イ
ク
の｢
天
地
創
造｣

（
一
三
世
紀
）
や
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
作
の
「
シ

ス
テ
ィ
ナ
礼
拝
堂
」
天
井
画
（
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
、
一
五
一
二
―
一
五
年
）
等
は
、
そ
の
代
表
作
で
あ
る
。
他
面
、
古
代
イ
ン
ド
か
ら
現

代
に
お
よ
ぶ
世
界
的
な
「
宗
教
的
図
像
」
と
し
て
、
た
と
え
ば
ヘ
ロ
ー
ナ
の
一
見｢
西
洋
曼
荼
羅｣

？
と
、
本
尊
を
中
央
に
お
く
諸
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尊
集
絵
の
「
日
本
曼
荼
羅
」
の
比
較
考
証
も
、
新
た
な
興
趣
を
誘
う
。
も
と
よ
り
、「
ま
ん
だ
ら
」
の
本
義
は
、
万
有
相
関
の
底
流

に
「
本
質
を
得
る
」（
観
る
）
と
の
意
で
あ
ろ
う
。
そ
の
最
高
の
心
理
と
悟
り
の
心
象
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
「
ま
ん
だ
ら
」
の
図
会
で

あ
る
。

　

ち
な
み
に
、「
タ
ピ
ス
リ
ー
芸
術
」
の
歩
み
は
、
す
で
に
エ
ジ
プ
ト
を
発
端
に
古
代
ロ
ー
マ
お
よ
び
コ
プ
ト
、
ペ
ル
シ
ア
等
で
認

め
ら
れ
る
。
西
欧
世
界
へ
の
登
場
は
、
狭
義
に
み
て
一
一
世
紀
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
広
く
建
築
装
飾
と
し
て
発
展
し
た
の
は
一
三

世
紀
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
へ
ロ
ー
ナ
の｢

天
地
創
造
図
」
の
タ
ピ
ス
リ
ー
は
先
駆
的
な
位
置
に
あ
り
、
現
存
す
る
「
古

作
織
物
」
の
記
念
碑
的
な
作
例
と
な
る
。

　

私
自
身
、
い
ち
早
く
、
先
史
時
代
か
ら
芸
術
的
な
萌
芽
を
み
て
、
そ
の
後
古
代
地
中
海
世
界
の
民
族
融
合
と
文
明
交
流
の
精
華
を

育
ん
だ
「
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
美
術
」
へ
の
思
慕
は
深
い
。
か
つ
て
、
南
フ
ラ
ン
ス
の
「
ト
ゥ
ル
バ
ド
ゥ
ー
ル
」
の
原
郷
を
巡
り
な
が
ら
、

次
の
「
モ
ン
セ
ラ
ー
ト
巡
礼
」
の
途
上
に
ヘ
ロ
ー
ナ
大
聖
堂
を
訪
ね
た
の
は
、
一
九
八
〇
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
折
、
中
世
初

期
美
術
の
収
集
で
名
を
な
す
聖
堂
内
の
小
博
物
館
で
、
世
に
写
本
芸
術
の
粋
と
し
て
名
高
い
『
ベ
ア
ト
ゥ
ス
の
黙
示
録
註
解
書
』

（「
ヘ
ロ
ー
ナ
写
本
」、
一
〇
七
五
年
）
と
と
も
に
、
こ
の
貴
重
な｢

天
地
創
造
図｣

の
タ
ピ
ス
リ
ー
に
対
面
し
た
こ
と
に
な
る
。

六　

イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
キ
リ
ス
ト
教
会
堂

―
ダ
マ
ス
カ
ス
の
ウ
マ
イ
ヤ
・
モ
ス
ク
（
シ
リ
ア
）

　

古
来
シ
リ
ア
は
、
悠
久
の
歴
史
を
刻
む
「
古
く
て
新
し
い
国
」
で
あ
る
。
現
代
の
シ
リ
ア
を
語
る
と
き
、
そ
の
豊
か
な
歴
史
的
遺

産
を
黙
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ち
な
み
に
、
古
代
地
理
上
の
「
シ
リ
ア
」
は
、
西
ア
ジ
ア
の
「
肥
沃
な
三
日
月
地
帯
」
を
始
原
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と
し
、
そ
の
東
部
・
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
と
北
ア
フ
リ
カ
・
エ
ジ
プ
ト
を
結
ぶ
「
陸
橋
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
範
囲
は
、
今
日
の
シ
リ
ア
・

ア
ラ
ブ
共
和
国
は
も
と
よ
り
、
さ
ら
に
広
く
レ
バ
ノ
ン
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
ヨ
ル
ダ
ン
お
よ
び
ト
ル
コ
南
部
等
を
含
ん
で
い
る
。
後
年
、

こ
の
地
を
異
教
の
住
処
と
し
、
と
く
に
「
聖
地
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
」
の
名
を
分
離
し
た
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
キ
リ
ス
ト
教
の
策
謀
で

あ
ろ
う
か
。

　

総
じ
て
、
シ
リ
ア
は
早
く
か
ら
古
代
世
界
の
中
心
と
し
て
、
人
類
史
上
に
大
き
な
貢
献
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
の
「
人
類
の
恩

人
」
と
も
言
う
べ
き
業
績
は
、
い
ち
早
く
著
名
な
ア
ラ
ブ
史
家
Ｐ
・
Ｋ
・
ヒ
ッ
テ
ィ
の
『
シ
リ
ア
の
歴
史
―
レ
バ
ノ
ン
お
よ
び
パ
レ

ス
テ
ィ
ナ
を
含
む
』（
一
九
五
一
年
）
等
か
ら
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
他
面
、
Ａ
・
ト
イ
ン
ビ
ー
は
、
晩
年
の
主
著
『
歴
史
の

研
究
』（
一
二
・「
再
考
察
」、
一
九
六
一
年
）
の
中
で
、
あ
ら
た
め
て
シ
リ
ア
文
明
の
偉
業
を
検
証
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
、
シ
リ
ア

文
明
と
同
時
代
の
ヘ
レ
ニ
ッ
ク
文
明
と
の
融
合
を
「
文
化
合
成
体
」（cultural com

posts

）
と
命
名
し
、
そ
の
運
命
的
な
出
会
い
と

新
た
な
宗
教
的
な
啓
示
に
注
目
し
て
い
る
。

　

申
す
ま
で
も
な
く
、
広
義
の
シ
リ
ア
（
大
シ
リ
ア
）
は
、
自
ら
世
界
的
な
「
一
神
教
の
聖
地
」
と
し
て
、
歴
史
上
の
も
っ
と
も
重

要
な
命
題
に
立
ち
会
っ
て
い
る
。
一
先
ず
、
初
期
キ
リ
ス
ト
教
の
原
風
景
を
描
い
て
み
よ
う
。
も
と
よ
り
、
シ
リ
ア
は
キ
リ
ス
ト
教

の
二
大
経
典
と
な
る
「
新
・
旧
約
聖
書
」
の
主
要
な
舞
台
と
な
り
、
ま
た
新
興
の
キ
リ
ス
ト
教
を
育
む
豊
か
な
苗
床
と
も
な
っ
た
。

ち
な
み
に
、『
旧
約
聖
書
』
の
伝
承
（「
創
世
記
」、
九
・
一
八
―
一
九
）
で
は
、
大
洪
水
後
に
生
を
え
た
ノ
ア
の
長
子
セ
ム
が
、
こ
の

「
シ
リ
ア
」
の
地
を
興
し
た
こ
と
に
な
る
。
い
わ
ば
、
人
類
史
の
源
流
を
司
る
始
祖
の
一
人
と
も
な
る
。
他
面
、『
新
約
聖
書
』
の
新

た
な
福
音
と
信
仰
は
、
ガ
リ
ラ
ヤ
湖
に
近
い
ナ
ザ
レ
出
身
の
イ
エ
ス
を
範
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
イ
エ
ス
の
言
行
や
伝
承
を
編

集
し
た
「
四
福
音
書
」（
マ
タ
イ
、
マ
ル
コ
、
ル
カ
、
ヨ
ハ
ネ
伝
）
の
執
筆
地
は
、
主
と
し
て
こ
の
ガ
リ
ラ
ヤ
湖
畔
で
あ
っ
た
、
と
も
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い
え
よ
う
。

　

さ
ら
に
、
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
の
一
地
方
に
芽
生
え
た
キ
リ
ス
ト
教
を
、
世
界
的
な
宗
教
に
昇
華
し
た
立
役
者
が
聖
パ
ウ
ロ
（
紀
元
前

後
―
六
〇
年
頃
）
で
あ
る
。
パ
ウ
ロ
は
、
小
ア
ジ
ア
の
タ
ル
ソ
ス
（
ト
ル
コ
）
で
生
ま
れ
、
ダ
マ
ス
コ
途
上
で
の
霊
感
を
え
て
後
に

キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
し
て
い
る
。
有
名
な
「
異
邦
人
伝
道
」（
伝
道
旅
行
）
の
拠
点
と
し
た
の
は
、
当
時
ロ
ー
マ
帝
国
の
重
要
な
属

州
・
シ
リ
ア
で
あ
り
、
し
か
も
中
心
都
市
の
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
（
ト
ル
コ
）
で
あ
る
。
じ
つ
は
、
こ
の
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
で
、
キ
リ

ス
ト
教
の
回
心
者
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
最
初
の
共
同
体
」
が
組
織
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
初
め
て
「
キ
リ
ス
ト
教
徒
」
と
い
う
名
称

が
用
い
ら
れ
た
の
も
、
他
な
ら
ぬ
こ
の
地
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
パ
ウ
ロ
は
小
ア
ジ
ア
、
ギ
リ
シ
ア
、
イ
タ
リ
ア
等
を
往
還
し
な
が

ら
、
多
く
の
都
市
で
説
教
を
行
い
、
ま
た
教
会
を
設
立
し
て
い
る
。
こ
の
「
聖
パ
ウ
ロ
の
道
」
こ
そ
、
や
が
て
広
大
な
ロ
ー
マ
帝
国

の
版
図
を
つ
つ
む
「
世
界
宗
教
」
へ
の
布
石
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
歴
史
上
の
シ
リ
ア
は
、
他
な
ら
ぬ
キ
リ
ス
ト
教
の
発
祥
地

で
あ
り
、
そ
の
発
生
と
拡
大
を
見
ま
も
る
中
心
舞
台
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
あ
ら
た
め
て
、
キ
リ
ス
ト
教
は
「
オ
リ
エ
ン
ト
の
宗

教
」
で
あ
る
、
と
の
感
慨
に
誘
わ
れ
る
。

　

他
方
、
初
期
キ
リ
ス
ト
教
美
術
の
展
開
に
お
い
て
、
シ
リ
ア
が
果
た
し
た
役
割
も
大
き
い
。
当
時
、
ロ
ー
マ
帝
政
後
期
に
み
る

「
地
中
世
界
」
の
重
心
は
、
す
で
に
東
方
（
シ
リ
ア
、
パ
レ
ス
テ
ィ
ナ
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
）
に
移
行
し
て
い
る
。
い
わ
ば
、
そ
の
歴
史

的
な
過
渡
期
が
か
も
す
文
化
遺
産
と
し
て
、
美
術
史
上
の
「
古
代
ロ
ー
マ
・
ギ
リ
シ
ア
的
様
式
」（
写
実
主
義
）
と
「
ア
ジ
ア
・
東

方
的
様
式
」（
抽
象
主
義
）
が
融
合
す
る
独
創
的
な
「
キ
リ
ス
ト
教
芸
術
」
が
誕
生
す
る
。
そ
の
中
で
も
、
と
く
に
「
シ
リ
ア
芸
術
」

の
貢
献
は
特
筆
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
も
と
よ
り
、
そ
の
総
体
的
な
神
感
や
宗
教
的
な
心
情
は
、
遥
か
に
ペ
ル
シ
ア
思
想
や
イ
ン
ド

思
想
を
淵
源
と
す
る
、
と
も
い
え
よ
う
。
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こ
こ
で
、
そ
の
代
表
的
な
諸
事
例
に
注
目
し
た
い
。
第
一
に
、
一
連
の
「
シ
リ
ア
写
本
」（
五
―
六
世
紀
）
に
描
か
れ
る
「
キ
リ
ス

ト
教
図
像
」（
挿
絵
）
の
編
纂
が
あ
る
。
そ
の
絵
画
様
式
や
人
体
像
に
は
、
先
行
の
古
代
西
ア
ジ
ア
（
ア
ッ
シ
リ
ア
、
ペ
ル
シ
ア
）
芸

術
を
偲
ぶ
こ
と
も
で
き
よ
う
。
第
二
に
、「
シ
リ
ア
絵
画
」
の
代
表
作
と
し
て
、
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
川
に
臨
む
「
ド
ュ
ラ
・
エ
ウ
ロ
ポ

ス
」
遺
跡
（
バ
ア
ル
神
殿
）
で
出
土
し
た
最
古
の
壁
画
「
コ
ノ
ン
の
供
犠
」（
六
五
―
七
五
年
）
が
あ
る
。
そ
の
東
方
美
術
を
秘
め
た

華
麗
な
る
投
影
を
、
西
欧
・
初
期
キ
リ
ス
ト
教
美
術
の
中
心
地
・
ラ
ヴ
ェ
ン
ナ
の
「
サ
ン
・
ヴ
ィ
タ
ー
レ
聖
堂
」（
モ
ザ
イ
ク
、
六
世

紀
中
葉
）
に
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、
小
ア
ジ
ア
内
陸
の
秘
境
に
ひ
そ
む
「
カ
ッ
パ
ド
キ
ア
」（
洞
窟
修
道
院
聖
堂
、
七
―
一

〇
世
紀
初
頭
）
の
諸
壁
画
が
あ
る
。
と
く
に
後
期
の
作
例
は
、
い
か
に
も
自
由
奔
放
な
形
態
と
色
彩
に
と
み
、
西
欧
の
青
春
を
告
げ

る
「
ロ
マ
ネ
ス
ク
美
術
」
の
前
兆
を
彷
彿
さ
せ
る
。

　

第
三
に
、
シ
リ
ア
各
地
に
建
立
さ
れ
た
一
連
の
「
シ
リ
ア
聖
堂
建
築
」
が
あ
る
。
そ
の
先
駆
的
な
遺
構
と
し
て
、
名
高
い
「
黄
金

八
角
会
堂
」（
ド
ム
ス
・
ア
ウ
レ
ア
、
ア
ン
テ
ィ
オ
キ
ア
、
三
四
一
年
）
が
あ
る
。
か
つ
て
は
、
広
壮
に
し
て
豪
華
な
佇
ま
い
を
誇
っ
た

も
の
の
、
そ
の
後
火
災
（
五
二
六
年
）
に
遭
っ
て
消
失
す
る
。
い
ま
や
、
往
時
の
誉
れ
高
い
「
黄
金
の
ド
ー
ム
」
の
偉
容
を
見
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
集
中
会
堂
に
ド
ー
ム
を
の
せ
た
「
八
角
形
式
」
は
、
後
代
西
欧
に
み
る
教
会
建
築
の
基
本
型
と
も

な
る
。
先
の
「
サ
ン
・
ヴ
ィ
タ
ー
レ
聖
堂
」（
イ
タ
リ
ア
）
や
「
ア
ー
ヘ
ン
大
聖
堂
」（
ド
イ
ツ
、
八
〇
五
年
）
等
は
、
そ
の
典
型
例
と

な
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
こ
の
「
ド
ー
ム
」（
円
蓋
）
と
い
う
構
想
は
、
本
来
「
聖
な
る
天
」
を
象
徴
す
る
シ
リ
ア
的
な
伝
統
で
も
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
シ
リ
ア
特
有
の
「
柱
上
修
行
士
」
像
と
し
て
、
聖
シ
メ
オ
ン
を
記
念
し
た
「
カ
ラ
ト
・
セ
マ
ー
ン
修
道
院
聖
堂
」（
シ

リ
ア
、
四
七
〇
年
頃
）
も
見
逃
せ
な
い
。
そ
の
壮
大
な
建
築
様
式
は
、
か
ね
て
念
願
と
さ
れ
た
円
形
の
「
集
中
方
式
」
と
長
堂
の
「
バ

シ
リ
カ
方
式
」
を
融
和
・
総
合
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
理
想
像
は
、
東
方
の
後
期
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
聖
堂
を
は
じ
め
、
西
欧
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中
世
の
聖
堂
建
築
を
誘
導
す
る
大
き
な
指
針
と
も
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
歴
史
上
の
シ
リ
ア
は
、
後
代
の
多
彩
な
「
キ
リ
ス
ト
教

芸
術
」
を
育
む
揺
籃
の
地
で
も
あ
っ
た
。
い
わ
ば
、
シ
リ
ア
を
中
軸
と
す
る
「
東
方
芸
術
」
の
遺
産
は
、
後
続
の
「
イ
ス
ラ
ー
ム
文

明
」
に
継
承
さ
れ
る
と
も
に
、
と
く
に
西
欧
キ
リ
ス
ト
教
文
化
の
一
源
泉
と
な
り
、
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
に
、

こ
れ
ま
で
地
上
に
開
花
す
る
「
聖
な
る
美
」
の
普
遍
性
を
照
ら
す
曙
光
を
み
る
。

　

つ
ぎ
に
、
新
た
な
歴
史
学
的
な
観
点
を
そ
え
て
み
よ
う
。
い
わ
ゆ
る
、「
西
欧
文
明
」
の
誕
生
問
題
と
シ
リ
ア
文
明
の
先
駆
的
な

役
割
に
つ
い
て
一
考
し
た
い
。
も
と
よ
り
シ
リ
ア
は
、
古
代
世
界
を
結
ぶ
「
東
西
文
明
の
十
字
路
」
と
し
て
、
古
代
フ
ェ
ニ
キ
ア
以

来
の
商
業
活
動
で
知
ら
れ
る
。
と
く
に
、
シ
リ
ア
商
人
の
活
動
は
、
す
で
に
四
世
紀
末
の
イ
タ
リ
ア
貿
易
を
皮
切
り
に
，
五
世
紀
末

に
は
ガ
リ
ア
（
フ
ラ
ン
ス
）
に
お
よ
ん
で
い
る
。
当
時
、
ガ
リ
ア
の
輸
入
品
目
に
は
、
た
ん
に
経
済
的
な
物
資
だ
け
で
な
く
、
宗
教

的
な
財
宝
も
多
い
。
た
と
え
ば
こ
の
ガ
リ
ア
の
地
に
、
近
東
の
「
聖
人
崇
敬
」
や
「
聖
遺
物
崇
拝
」
等
の
種
子
が
播
か
れ
る
こ
と
に

な
る
。
ま
た
、
東
方
出
自
の
「
聖
ゲ
オ
ル
ギ
ウ
ス
」（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
守
護
聖
人
）
や
「
聖
ク
リ
ス
ト
フ
ォ
ロ
ス
」（
巡
礼
者
の
守
護

聖
人
）、
さ
ら
に
「
聖
ニ
コ
ラ
ウ
ス
」（
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
原
像
）
と
い
っ
た
名
だ
た
る
聖
人
像
が
伝
来
す
る
。
こ
れ
ら
シ
リ
ア
か
ら

の
「
聖
な
る
文
明
移
転
」
は
、
広
く
西
欧
中
世
の
民
衆
信
仰
を
導
く
礎
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
西
欧
文
明
の
誕
生
に
と
っ
て
、

シ
リ
ア
文
明
の
仲
介
的
役
割
と
遺
産
は
、
殊
の
ほ
か
大
き
い
と
い
え
よ
う
。
概
し
て
、
西
欧
文
明
の
誕
生
問
題
を
省
み
る
と
き
、
い

わ
ゆ
る
古
代
地
中
海
世
界
の
転
換
を
め
ぐ
る
外
的
規
定
と
し
て
、
か
の
「
ピ
レ
ン
ヌ
・
テ
ー
ゼ
」
に
先
行
す
る
シ
リ
ア
文
明
の
役
割

を
無
視
で
き
な
い
。

　

こ
こ
に
掲
載
す
る
「
ウ
マ
イ
ヤ
・
モ
ス
ク
」（
シ
リ
ア
）
は
、
世
界
最
古
の
都
市
・
ダ
マ
ス
カ
ス
を
代
表
す
る
記
念
碑
的
な
建
造

物
で
あ
る
。
そ
の
「
聖
な
る
場
所
」
は
、
遠
く
紀
元
前
一
二
世
紀
に
都
を
お
い
た
ア
ラ
ム
人
の
「
ハ
ダ
テ
神
殿
」
に
由
来
す
る
。
そ
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⑹「ウマイヤ・モスク」
（シリア・ダマスカス、715年頃）
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の
後
、
ロ
ー
マ
領
時
代
に
は
豪
奢
な
「
ゼ
ウ
ス
神
殿
」（
一
世
紀
）
が
建
立
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
に
捧
げ
ら
れ
た
壮

大
な
「
聖
ヨ
ハ
ネ
聖
堂
」（
四
世
紀
）
へ
と
変
貌
す
る
。
そ
の
初
代
キ
リ
ス
ト
教
の
一
大
聖
堂
を
改
造
し
、
新
し
い
「
大
モ
ス
ク
」

（
七
一
五
年
）
を
完
成
し
た
の
は
、
ウ
マ
イ
ヤ
朝
の
第
六
代
カ
リ
フ
・
ワ
ー
リ
ド
一
世
で
あ
っ
た
。

　

今
日
、
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
最
古
に
し
て
最
大
の
偉
観
を
誇
り
、
ま
た
多
く
の
巡
礼
者
が
集
う
「
第
四
の
聖
地
」
と
し
て
も
名
高

い
。
他
面
、「
初
期
イ
ス
ラ
ー
ム
建
築
」
を
飾
る
結
晶
と
し
て
、
エ
ル
サ
レ
ム
の
「
岩
の
ド
ー
ム
」
と
並
び
称
さ
れ
る
。
と
く
に
内

部
装
飾
は
、
全
壁
面
を
極
彩
色
の
壮
麗
な
モ
ザ
イ
ク
が
覆
い
、
幽
境
に
し
て
深
遠
な
美
を
か
も
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
ウ
マ

イ
ヤ
・
モ
ス
ク
は
、
古
く
は
エ
ジ
プ
ト
・
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
化
の
伝
統
を
継
ぎ
、
さ
ら
に
ロ
ー
マ
・
ビ
ザ
ン
テ
ィ
ン
建
築
を
範
と
し

て
い
る
。
し
か
し
、
ウ
マ
イ
ヤ
朝
の
豊
か
な
包
容
性
も
結
実
し
、
そ
の
後
「
イ
ス
ラ
ー
ム
美
術
」
の
傑
作
と
し
て
聖
堂
建
築
の
模
範

と
も
な
っ
た
。

　

至
高
の
イ
ス
ラ
ー
ム
経
典
『
ク
ル
ア
ー
ン
』
は
、
旅
人
を
砂
漠
の
オ
ア
シ
ス
に
誘
う
「
楽
園
」
と
し
て
ダ
マ
ス
カ
ス
を
描
い
て
い

る
。
ふ
と
、
あ
り
し
日
の
ダ
マ
ス
カ
ス
を
偲
び
な
が
ら
、
と
く
に
初
期
キ
リ
ス
ト
教
の
誕
生
と
イ
ス
ラ
ー
ム
美
術
の
精
華
を
求
め
て

シ
リ
ア
を
周
遊
し
た
の
は
、
ま
だ
戦
火
の
呪
い
を
見
な
い
一
九
八
六
年
と
二
〇
〇
六
の
春
で
あ
っ
た
。
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